
ハ
イ
チ
を
訪
れ
、大
地
震
の
遺
児
た
ち
と
交
流
。

震
災
の
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
っ
た
自
ら
の
経
験
を
伝
え
る
。

2010 OCT. NO. 3737

甲友のリレーションで、未来を紡ぐ
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～個性を力へ～

インターネットで甲南へ 携帯電話で甲南へ

　

今
年
1
月
に
ハ
イ
チ
の
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
で
発
生
し
た
大
地
震
。そ
の
被
害
は

深
刻
で
、20
万
人
以
上
が
亡
く
な
り
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
両
親
を
失
っ
た
。長
宅
智
行

さ
ん
は
、ハ
イ
チ
大
地
震
の
遺
児
た
ち
を
支
援
す
る
、あ
し
な
が
育
英
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
。6
月
に
ハ
イ
チ
に
赴
き
、複
数
の
孤
児
院
を
訪
問
し
た
。「
現
地
で
は

ボ
ー
ル
遊
び
や
お
絵
描
き
な
ど
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。遊
ん
で
い
る
と

き
は
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、地
震
の
こ
と
を
話
す
表
情
は
辛

そ
う
で
、心
の
傷
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
」。長
宅
さ
ん
が
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
の

は
、あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
。長
宅
さ
ん
自
身
、阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
父
親
を
亡
く
し
て
い
る
。長
宅
さ
ん
が
そ
の
体
験
か
ら
立
ち
直
れ
た
の
は
、あ
し
な
が

育
英
会
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
の
存
在
が
大
き
い
。「
同
じ
境
遇
に
あ
る
仲
間
た
ち
と
励
ま

し
合
い
支
え
合
う
こ
と
で
、僕
は
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ハ
イ
チ
の
子
ど
も
た
ち

に
も
、み
ん
な
は
決
し
て
ひ
と
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
ん
で
す
」

　

現
地
で
何
よ
り
も
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、地
震
か
ら
約
半
年
経
っ
た
今
も
、復
興
が
ま
っ
た

く
進
ん
で
い
な
い
現
実
。街
中
に
は
瓦
礫
の
山
が
残
り
、粗
末
な
テ
ン
ト
で
仮
住
ま
い
を
す

る
人
々
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。「
日
本
の
よ
う
に
豊
か
な
国
で
も
復
興
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。最
貧
国
の
ひ
と
つ
で
政
情
も
不
安
定
な
ハ
イ
チ
で
は
、ど
れ

ほ
ど
時
間
が
か
か
る
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
」。ハ
イ
チ
の
現
状

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
一
方
で
、未
来
へ
の
希
望
も
見
出
し
た
。

現
地
で
交
流
し
た
ハ
イ
チ
の
大
学
生
た
ち
の
存
在
だ
。「
ハ
イ
チ

の
若
者
は
非
常
に
勉
強
熱
心
で
、自
分
た
ち
の
手
で
国
を
良
く
す

る
と
い
う
夢
と
情
熱
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。彼
ら
の
よ
う
な
若

者
が
増
え
れ
ば
、ハ
イ
チ
の
未
来
は
明
る
い
と
思
い
ま
す
」

　

長
宅
さ
ん
は
帰
国
後
、自
分
が
ハ
イ
チ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、行
動
を
は
じ
め
て
い
る
。「
僕
に
で
き
る
こ
と
は
、ハ
イ

チ
の
現
状
を
少
し
で
も
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
。現
地
で
撮
っ
た
写
真
を

持
ち
歩
き
、ハ
イ
チ
で
見
た

光
景
を
み
ん
な
に
伝
え
て
い

ま
す
。ハ
イ
チ
の
若
者
た
ち

と
も
連
絡
先
を
交
換
し
た
の

で
、今
後
も
交
流
を
続
け
て
、

微
力
で
も
彼
ら
の
力
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
真
の
教
育
と
は
、人
格
の
修
養
と
健
康
の
増
進
を
重
ん
じ
、

個
性
を
尊
重
し
て
各
人
の
天
賦
の

才
能
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
」と
提
唱
し
た
、

甲
南
学
園
創
立
者
平
生
釟
三
郎
。

そ
ん
な
平
生
の
想
い
を
込
め
、

今
、甲
南
学
園
で
光
り
輝
い
て
い
る

学
生
・
生
徒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

卒業後はホテル業界に就職。「人の役に立つ仕事をしたいとの思いから、
この業界を志望。内定先のホテルでサービスのプロをめざします」

長宅 智行さん
経済学部 4年次

2010年
10月

20日
発
行
　
［
発
行
］
 甲
南
学
園
広
報
部
　
〒
658-8501  神

戸
市
東
灘
区
岡
本
8丁
目
9‐
1　
TE
L 078‐

431‐
4341（

代
）

ハイチに５日間滞在し、子どもたちと交流した。

甲
南
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
対
談

W
e    

L
o
v
e    

S
w
e
e
t
s.

大
好
き
な
ス
イ
ー
ツ
で
起
業
し
た

現
役
生
＆
卒
業
生
。

南
里 

章
二
先
生

な
る
ほ
ど
！
甲
南
ア
カ
デ
ミ
ア

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校

甲
南
大
学
8
学
部
の「
今
」

学
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

O
B・O
G
座
談
会
i
n
東
京

学
び
を
生
か
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
。

大
吉 

洋
平
氏

I
T
 s' 

K
O
N
A
N 

S
T
Y
L
E

株
式
会
社
毎
日
放
送（
M
B
S
）

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
室 

ア
ナ
ウ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

N
O

. 837



【表紙の絵】西井 義晃　画
「高等学校棟・特別教室棟」
西井 義晃さん　プロフィール  1961年甲南大学経済学部卒業 元自由美術会員

平
生
さ
ん
と
文
部
省
の
教
育
理
念

平
生
さ
ん
の
行
っ
た
処
罰

　

昭
和
12
年
、日
本
は
太
平
洋
戦
争
の
前
奏
曲
と
も
い

う
べ
き
日
中
戦
争
に
突
入
す
る
の
で
あ
る
が
、こ
の
時
局

に
対
応
し
て
文
部
省
の
発
し
た
教
育
理
念
は「
国
体
の

本
義
」と
題
し
て
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
西
欧
の
個
人

主
義
は
日
本
の
国
体
に
は
合
わ
な
い
。日
本
は
万
世
一

系
の
天
皇
に
帰
一（
絶
対
服
従
）し
奉
る
こ
と
こ
そ
、日

本
人
の
日
本
人
た
る
所
以
で
あ
る
」（
1
3
0
万
部
、全

国
の
教
職
員
・
学
生
に
配
布
）。こ
れ
に
対
し
、平
生
さ
ん

が
甲
南
生
に
与
え
た
訓
示
は「
教
育
の
目
的
は
、世
界
に

通
用
す
る
健
全
な
常
識
を
持
っ
た
紳
士
を
育
成
す
る
こ

と
に
あ
る
」、「
人
は
皆
異
な
る
個
性
を
持
つ
。そ
の
個
性

を
育
て
る
助
け
を
す
る
の
が
教
育
で
あ
る
」と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。教
育
に
対
す
る
根
本
的
な
見
解
の
相
違
で

あ
る
。

　

昭
和
8
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、全
国
の
大
学
・
高
校
で

左
翼
思
想
の
最
後
の
大
弾
圧
が
あ
り
、甲
南
で
も
11
名

が
検
挙
さ
れ
た
。当
時
は
、検
挙
さ
れ
た
学
生
は
す
べ
て

放
校
処
分
さ
れ
た
。放
校
と
は
退
校
よ
り
重
く
、二
度
と

学
生
生
活
に
は
戻
れ
な
い
と
い
う
も
の
。放
校
処
分
を
受

け
た
人
は
、地
下
運
動
か
満
州
行
き
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

平
生
さ
ん
は
、自
分
で
警
察
に
出
向
き「
私
が
責
任

を
持
つ
か
ら
」と
交
渉
し
、全
員
を
も
ら
い
受
け
て
き
て
、

伊
藤
忠
兵
衛
理
事
と
２
人
で
面
接
し
、「
学
生
時
代
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
思
想
を
勉
強
す

る
の
は
よ
ろ
し
い
が
、実
践
活
動
は
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
に
せ
よ
」と
い
う
条
件
で
全
員
を
復
学
さ
せ
た
。こ
れ

に
対
し
、父
兄
会
か
ら
厳
し
い
処
分
を
求
め
る
抗
議
が

あ
っ
た
が「
彼
等
は
私
の
学
生
だ
」と
処
分
を
変
え
な

か
っ
た
。そ
の
た
め
世
間
で
は「
平
生
さ
ん
は
赤
で
は
な
い

か
」と
ま
で
言
わ
れ
た
。平
生
さ
ん
は
赤
な
ど
で
は
な

く
、根
か
ら
の
自
由
主
義
者
な
の
で
あ
る
。

　

同
じ
頃
、ま
こ
と
に
残
念
で
言
い
難
い
こ
と
だ
が
、卒

業
生
の
経
営
す
る
書
店
で
甲
南
生
が
万
引
き
す
る
と
い

う
事
件
が
あ
っ
た
。そ
し
て
悪
い
こ
と
に
、万
引
き
し
た

本
を
売
却
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。平
生
さ
ん
は
親
も
呼

び
出
し
、説
諭
叱
責
の
う
え
退
校
処
分
に
し
た
。理
由

は「
紳
士
の
道
に
反
す
る
」だ
っ
た
。

　

中
学
・
高
校
生
だ
っ
た
私
が
強
く
感
じ
た
の
は「
平
生

さ
ん
は
正
義
に
忠
実
な
勇
気
あ
る
人
だ
」と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

平
生
釟
三
郎
日
記

平
生
釟
三
郎
日
記

翻
刻
記
念
シ
リ
ー
ズ

翻
刻
記
念
シ
リ
ー
ズ

前
号（
36
号
）に
引
き
続
き
、甲
南
学
園
元
理
事
長
、

名
誉
理
事
で
あ
る
小
川
守
正
氏
よ
り

平
生
釟
三
郎
先
生
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

学
生
時
代
、平
生
先
生
に
直
接
薫
陶
を

受
け
ら
れ
た
小
川
氏
の
貴
重
な
思
い
出
の一
部
で
す
。
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「平生釟三郎日記」第一巻の販売について

Tel .078 -441-7901  Fax.078 -441-7915
甲南大学生協書籍部

　甲南学園創立９０周年記念事業として出版
されました、「平生釟三郎日記」第一巻（A４判、
541ページ）を甲南大学生協書籍部において
販売しております。甲南学園関係者の方（卒
業生、教職員、在学生、ご父母等）は、定価
20,000円（税抜）のところ、10,000円（税抜・
送料別）で、ご購入いただけます。

平生釟三郎日記 第一巻
甲南学園編
定価20,000円（税抜）

●ご注文・ご購入に関するお問い合わせ
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レ
ビ
に
映
る
1
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部
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を
つ
く
る
た
め
に
、

映
ら
な
い
99
の
部
分
で
努
力
す
る
こ
と
が
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
仕
事
な
ん
で
す
。
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│
私
た
ち
が
間
近
に
見
た
平
生
校
長
│

こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部

甲
南
大
学
鉄
道
研
究
部
が
、

摂
津
本
山
駅
の
誕
生
秘
話
を
調
査
。

文
学
部
で
朝
日
新
聞
社
と
の

連
携
講
座
が
開
講

甲
南
大
学
と
御
影
ク
ラ
ッ
セ
が
連
携
。

地
域
密
着
型
の「
A
C
T
イ
ベ
ン
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」を
始
動
！
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文学部長　森 茂起 教授
もり　しげゆき

あおき　　こうじ

しまだ　しげる

ないとう　 ふみお みやざわ　としふみ

　文学部では、文学、言語、歴史、社会、人間と、さまざまの主題を学ぶことができます。学科独自の教育目標や
学問の性格、学生自身の興味や希望などで学ぶ内容は違うのですが、文学部で共有していることがあります。
それは、自分の目と耳で感じ、自分の頭で考えることを何よりも大切にするということです。「感じる力」「考える
力」、そして「表現する力」――この3つを鍛えることが、文学部共通の目標です。この3つの力は、文学部で学ぶ
学問のみならず、これからの厳しく困難な社会を生き抜くために、もっとも必要とされる力なのです。
　文学部では、それぞれの学生が自分のテーマを見つけ、自分の感性を生かしてじっくりと深く考え、それを人に
伝えられる形で表現することを、それぞれの分野で活躍する個性豊かな教授陣がサポートします。専門の学問の
追究を通じて、ボランティア活動などの地域貢献、海外留学、資格取得、大学院進学など、さまざまな領域で活
躍する道もまた開かれてくるのです。

甲南大学では、本学の主軸を成す文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部に加え、
2008年には知能情報学部、2009年にはマネジメント創造学部、
フロンティアサイエンス学部を新たに開設して、全8学部となりました。
当コーナーでは、独自のリーダーシップで学部をまとめあげている
学部長から、各学部の特色や取り組みについてお伝えします。

学生サポート力を強化し、より魅力的な理工学部へ

甲南大学8学部の「今」

理工学部長　宮澤 敏文 教授

　理系2学部の新設等の理系再編の結果、理工学部の構成は、物理学科、生物学科、機能分子化学科およ
び地学研究室となりました。この新体制の下、さらに魅力的な学部となることをめざして、数年のうちに以下のこと
を実現したいと考えています。
　①自然科学基礎実験施設の設置：高校から大学への移行がスムーズに行えるよう、１・２年次の基礎実験を
充実させます。②学修支援施設の設置：学習および大学生活全般に関する相談にきめ細やかに対応するととも
に、学生の自主学習を先輩学生・大学院生がサポートする体制を整備します。納得がいくまで実験も行えます。
③理工学部共用機器施設の設置：先端機器を集めて共同利用できるようにして、教育研究の効率アップと共
同研究の推進を図ります。高校生対象の体験実験や中高教員対象の実験講習にも使用します。
　こうした施設の充実を通じて、学生が学びの楽しさを実感し、自立心を養うことのできる教育を実践しながら、地
域・社会に貢献できる学部をめざします。

「法」と「政治」の理論と実践を学ぶ
̶̶バランス感覚と行動力を備えた社会人へ！

「感じる」「考える」「表現する」
――文学部が鍛える力

法学部長　島田 茂 教授

　法学部が今一番力を入れているのは、実践的な法学教育です。裁判所の法廷を再現した教室を使って行われ
る学生参加型の模擬裁判の授業はその一例です。この授業では、実際に起こった殺人事件などを取り上げ、学
生が中心となってシナリオをつくり、被告人・検察官・弁護人・裁判官・裁判員・証人などの役を決め、法律用語を
使って、緊迫した法廷のやり取りが再現されます。
　実務家による授業では、現役の弁護士や司法書士の方々が、自らの経験を踏まえ、実務と結びついた授業を
行います。学生たちは、現実の社会でどのように法が運用されているかを、具体的事例を通して学べるのです。
　法学部で学ぶ学生は、目標も関心も多様です。法や政治の専門基礎能力を身につけて一般企業や官公庁で
活躍したい、法曹界をめざしたい、法律関連専門職の資格に興味がある̶̶そんな学生一人ひとりのキャリアデ
ザインを実現できるよう、われわれスタッフは、法的素養を備えた実践力に富む人材の育成という教育目標の下、教
育環境の一層の充実に努めています。

神戸を魅せる
̶経済学部の新しい試み̶

経済学部長　青木 浩治 教授

　本学部の新しい試み「地域活性化システム論」という授業について紹介します。これは、内閣府と同窓会の支援
で3年前にスタートしたもので、神戸が誇る豊かな財産、六甲山の活性化をテーマに、学生グループによるアクショ
ンプランの企画立案、公開ワークショップによるプランの発表、さらには行政に対する政策提言を内容としています。
　この試みは、外部からお招きした講師陣の助言もあって、期待以上の成果をあげています。1年目には神戸市
への具体的な政策提言が実現し、2年目となった昨年は、神戸東灘マリーンライオンズクラブ結成25周年記念
企画「マネーの獅子in神戸」に応募した「六甲山×JAZZ」がみごと活動資金（20万円）を獲得しました（この学生
プランは今年5月22日に実現し、新聞報道されました）。今年度は「神戸を魅せる－まち・海・山からのアプローチ
－」をキャッチフレーズに、スタッフ一同意気込んでおります。地域連携を旨とするこの授業は、一部を除き無料で
一般公開されます。ぜひともご参加ください。

経営現象の「見える化」と学生の「現場体験」

経営学部長　内藤 文雄 教授

　経営学は企業の運営に深くかかわっています。企業の目標は、製品・商品・サービスを提供して「もうける」（利益を
上げる）こと。その一部を社会に還元するためにも、企業は、利益を大きくすること、その前提として売り上げを伸ばす
ことに努めます。昨今の厳しい経済状況のなか、それを実践するにはどうすれば良いのでしょうか。
　経営学部では、そのために必要な学びを、卒業後すぐに役立つ知識やスキルを意識しつつ、具体的に身につける
２つの手法に力を入れています。1つは経営現象の「見える化」、もう1つは学生の「現場体験」です。
　「見える化」では、企業の経営がどのように行われているのか、アニメを含むヴァーチャル・リアリティの世界で視覚
化する（＝見える）工夫をしながら、経営現象に対する理解力を高めます。
　「現場体験」では、国内外の企業の「現場」に出かけ、そこで自らの学びがどのように生かされるかを体験・体感し
ながら、学びの中身を深めていきます。経営学部は実感できる学びを提供します。

特集 1

文学部

理工学部

法学部

経営学部

経済学部

学部長が語る学部長が語る
教育の展望教育の展望

学部長メッセージ
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̶
̶

み
な
さ
ん
は
、現
在
東
京
の
会
社
に
お
勤

め
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、も
と
は
関
西
ご
出
身
で

す
よ
ね
？ 

長
年
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
の

暮
ら
し
は
い
か
が
で
す
か
？

神
山　

東
京
に
住
み
始
め
た
当
初
は
、や
は
り
友

達
が
少
な
か
っ
た
の
で
、寂
し
か
っ
た
で
す
ね
。早

く
知
り
合
い
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い
が
、ま
ず

あ
り
ま
し
た
。

石
田　

私
も
同
じ
で
す
ね
。

神
山　

就
職
活
動
で
た
く
さ
ん
の
学
生
さ
ん
が

東
京
に
来
ら
れ
ま
す
が
、慣
れ
な
い
土
地
で
何
か

と
勝
手
が
違
う
で
し
ょ
う
ね
。

水
谷　

僕
は
、就
職
活
動
を
し
て
い
る
と
き
、甲

南
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京（
以
下
、

N
C
東
京
）が
あ
る
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
。内
定
後
東
京
勤
務
が
決
ま
っ
て
か
ら
そ
の
存

在
を
知
り
、当
時
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
神
田
さ
ん
に
非

常
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！ 

甲
南
大
生
の
就

職
活
動
に
お
い
て
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
N
C
東

京
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
わ
な
い
の
は
大
損
で
す

よ
。

弘
世　

今
の
学
生
さ
ん
は
恵
ま
れ
て
る
よ
ね
。水

谷
さ
ん
は
、ど
ん
な
こ
と
で
N
C
東
京
に
お
世
話

に
な
っ
た
の
？

水
谷　

東
京
に
住
む
甲
南
O
B
の
方
々
に
ぜ
ひ

会
わ
せ
て
ほ
し
い
と
、N
C
東
京
の
ス
タ
ッ
フ
の
方

に
お
願
い
し
た
ん
で
す
。こ
れ
か
ら
の
業
界
の
展

望
や
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
た
く
て
。そ
う
し
た
ら
、名
だ
た
る
企
業
の

会
長
や
専
務
な
ど
が
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ

り
、実
業
界
の
ビ
ッ
グ
な
方
々
に
お
目
に
か
か
れ
た

ん
で
す
よ
。

神
山　

そ
の
積
極
性
、え
ら
い
よ
ね
！ 
就
職
氷

河
期
の
な
か
で
も
、水
谷
君
は
す
ご
い
数
の
内
定

先
を
も
ら
っ
て
い
た
か
ら
ね
。

̶
̶

就
職
活
動
の
こ
と
は
、ま
ず
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
に
相
談
、そ
し
て
東
京
で
活
動
す
る
に
は
N
C

東
京
を
活
用
す
る
と
い
う
の
は
必
須
で
す
ね
。

神
山　

東
京
に
住
む
甲
南
O
B
の
な
か
で
も
、

N
C
東
京
に
お
越
し
に
な
る
方
は
多
い
で
す
よ
。

東
京
在
住
O
B
の
同
窓
会
で
あ
る〝
東
京
甲
南

会
〞の
事
務
局
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
。東
京
は
、意
外

に
甲
南
O
B
同
士
の
交
流
が
活
発
な
ん
で
す
よ
。

弘
世　

東
京
だ
か
ら
こ
そ
、交
流
が
活
発
に
な
る

の
か
も
ね
。

石
田　

そ
う
そ
う
、〝
甲
南
卒
業
〞っ
て
い
う
だ
け

で
打
ち
解
け
や
す
く
な
る
し
。

̶
̶

東
京
に
お
け
る
O
B
会
は
、〝
東
京
甲
南

会
〞を
母
体
と
し
て
、O
G
だ
け
が
集
う〝
女
子

部
会
〞も
あ
り
ま
す
よ
ね
。ま
た
、平
成
卒
業
の

方
の
会
も
あ
り
、そ
の
設
立
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の

お
二
人
が
神
山
さ
ん
と
弘
世
さ
ん
と
か
…
。

神
山　
〝
甲
南
〞の
甲
、〝
平
生
先
生
〞と〝
平
成
〞

の
平
を
と
っ
て〝
甲
平
会
〞と
名
づ
け
ま
し
た
。甲

平
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、ま
ず
、4
年
前
に

東
京
在
住
の
平
成
元
年
卒
同
窓
会
を
企
画
し
た

の
が
は
じ
ま
り
で
す
ね
。1
0
0
人
強
に
声
を
か

け
、集
ま
っ
た
の
は
8
人
。学
生
時
代
の
話
で
深

夜
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ね
、弘
世
さ
ん
。

弘
世　

そ
う
そ
う
。そ
の
場
で「
み
ん
な
甲
南
が

大
好
き
だ
よ
ね
」っ
て
話
に
な
っ
て
。「
同
級
生
だ

け
で
な
く
、歳
の
近
い
O
B
が
集
え
る
機
会
が
あ

れ
ば
い
い
ね
。じ
ゃ
、み
ん
な
で
甲
平
会
を
設
立
し

よ
う
よ
」と
と
ん
と
ん
拍
子
に
。私
も
、東
京
に
出

て
き
て
か
ら
20
年
、ず
っ
と
仕
事
に
没
頭
し
て
き

た
の
で
す
が
、ち
ょ
う
ど
職
場
を
離
れ
た
人
脈
形

成
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
で
し
た
し
、

「
じ
ゃ
あ
や
っ
て
み
よ
う
か
」と
。で
も
、東
京
に
は

　
　

甲南といえば、関西に強くねざしているというイメージがありますが、意外に東京において
卒業生の方々の結束が強く、東京甲南会など活発に同窓会活動が展開されています。
一方、東京は、今や甲南大生にとっても就職活動の最重要ポイントでもあります。
東京に頼もしい先輩方がいらっしゃれば、学生たちもさぞや心強いだろう…そんな思いを込めて座談会を企画しました。
お集まりいただいたのは、現在、東京に住み企業で活躍されている4人の卒業生の方々。
東京における卒業生同士の交流、先輩・後輩への思いなどの話題を通して、甲南スピリッツを語っていただきました。

素晴らしき甲南スピリッツを次の世代へ。素晴らしき甲南スピリッツを次の世代へ。

現
役
学
生
や
東
京
在
住
の
卒
業
生
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
場
所

〝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
〞。

OB・OG
座 談 会
i n 東 京

マネジメント創造学部長　佐藤 治正 教授

　マネジメント創造学部（CUBE）は2009年4月に開校し、今春、二期生を迎えたばかり。学生も教職員も、
授業自体も、まだまだ発展途上にあります。今回は、CUBEの特徴的な授業を紹介しましょう。
　学生にとっては、大学入学後に本当の「学び」が始まりますが、われわれ教員には、受験勉強から新たな学
びへのモード・シフトが1年生の教育における大きな課題です。CUBEでは新たな試みとして、1年生を４クラ
スに分け、担当教員を各々のクラスに3人ずつ配置するという少人数の授業を実施しています。フェーズⅠで
は「調べる」「考える」「発表する」「議論する」という基礎的な能力を育成し、フェーズⅡでは各クラスを6チー
ムに分け、各チームが他のクラスでプレゼンテーションを行います。フェーズⅢでは、学部長の与えたテーマに
関してベストチームをクラス毎に選考し、全学生の前で披露して、１年間の成果を示します。
　このように、CUBEでは、小さい学部である利点を生かした教育を日々実践中です。

生物と化学のコラボレーションで
ナノバイオの未来をつくる

フロンティアサイエンス学部長　縄舟 秀美 教授

　フロンティアサイエンス学部での学びは、「知る・応用する・実社会に活かす」という段階的な３つのフィール
ドから成り立っています。「知る」ではまず、化学、生物学、物理学などの基礎的な学問を学びます。次の「応用す
る」では、バイオテクノロジーとナノテクノロジーの融合領域＜ナノバイオ＞を学び、今までの大学にはなかった
最先端科学の知識と技術を習得します。この２つの集大成として「実社会に生かす」技術を身につけ、医療・創
薬・新素材・エレクトロニクス・環境などの分野で活躍できる知識と能力を備えます。　
　日常生活における「なぜ？」という小さな疑問、「こんなものがあればいいのに！」という想い。ノーベル賞受賞者、
画期的な新薬の開発者、数々のヒット商品を生み出した企画者も、すべての始まりはほんの小さな好奇心でし
た。本学部では、皆さんの想像力や探究心を最大限に活かし、次世代科学のカギを握る＜ナノバイオ＞の領域を
学び、身につけた知識や技術をいかに将来に生かすかをテーマとしています。

理数離れに科学の夢を！

知能情報学部長　森元 勘治 教授

　理数離れが叫ばれて久しい昨今ですが、その原因は、単に学校の勉強が面白くないというだけでなく、理数
系の研究者がその楽しさを社会に向けてしっかりと発信してこなかったことにもあると思います。そこで今、知能
情報学部が最も力を入れていることは、近隣の小中高校生に、科学の楽しさやすばらしさを伝えていこうという
取り組みです。そのために今年も、昨年に引き続き、8月1日のオープンキャンパスに重ねて、小中学生向けの
イベント「科学とあそぼ！ 2010」を開催し、多数の参加を得ました。また、8月10日には、中高校生向けのイベン
ト「ロボットワールドへの招待」を開催し、大好評でした。
　本学部は、情報科学と工学を中心に、人間知、機械知および情報通信技術を融合させた、応用範囲の広
い研究を行っており、それが上記のようなイベントの開催を可能にしています。これからも、本学部で得られた最
新の研究成果を、できるだけわかりやすい形で社会に発信していこうと思っています。

CUBEは新しい教育の実験場

知能情報学部

フロンティア
サイエンス学部

マネジメント
創造学部

特集 2

もりもと　 かんじ

さとう　  はるまさ

なわふね　ひでみ
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座
談
会
の
中
で
登
場
し
た『
ザ
ガ
ッ
ト
』は
、実
際

に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
を
訪
れ
た
一
般
利
用
者

の
サ
ー
ベ
イ（
店
舗
評
価
・
投
票
）に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。実
際
に
利
用
し
た
方

が
評
価
す
る
た
め
、信
頼
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

本
誌
を
お
読
み
の
方
に
東
京
版（『
ザ
ガ
ッ
ト 

東

京
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

2
0
1
1
』）と
長
野
版（『
ザ

ガ
ッ
ト 

長
野
の
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
ホ
テ
ル
』）を
、抽

選
で
各
10
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
！

ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
、

現
役
の
甲
南
大
生
の
み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
飛
び
込
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
。

ご
承
知
の
と
お
り
、〝
東
京
甲
南

会
〞と
い
う
非
常
に
し
っ
か
り
し
た

組
織
が
あ
る
か
ら
、ま
ず
、東
京

甲
南
会
の
水
野
会
長（
㈱
ミ
ズ
ノ
会
長
）に
趣
旨

を
ご
説
明
し
た
う
え
で
ご
相
談
し
た
ん
で
す
よ
。

そ
う
し
た
ら
、「
ぜ
ひ
や
り
な
さ
い
！
」っ
て
。他
の

先
輩
方
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

神
山　

甲
南
の
先
輩
方
の
懐
の
深
さ
を
物
語
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
よ
ね
。甲
平
会
は
、東
京
甲
南
会

と
い
う
し
っ
か
り
し
た
母
体
と
そ
こ
に
い
る
温
か
い

先
輩
方
が
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
集

ま
り
で
す
。人
間
と
し
て
お
手
本
に
し
た
く
な
る

よ
う
な
先
輩
が
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
す
よ
。東
京
甲
南
会
に
参
加
し
て
、先
輩
方

と
お
話
し
す
る
の
は
勉
強
に
な
り
ま
す
ね
。

弘
世　

気
軽
に
寄
り
合
え
る
甲
平
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、東
京
甲
南
会
に

参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
っ
て
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
す
ね
。

̶
̶

甲
平
会
設
立
メ
ン
バ
ー
の
お
二
人
も
後
輩

の
水
谷
さ
ん
に
負
け
ず
に
積
極
的
で
す
ね
。甲

平
会
は
第
１
回
に
し
て
1
0
0
名
を
超
え
る

O
B
・
O
G
が
参
加
さ
れ
た
と
か
。人
を
集
め
る

の
に
苦
労
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

神
山　

最
初
に
集
ま
っ
た
同
級
生
8
人
が
協
力

し
合
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。み
な
さ
ん
仕
事
で
お

忙
し
い
な
か
、本
当
に
よ
く
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。頭
が
下
が
り
ま
す
。ま
た
、基
本
的
に
甲
平
会

は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
楽
し
く
、か
つ
た
め
に
な
る
場

に
も
な
る
の
で
、人
が
人
を
呼
ん
で
く
れ
た
こ
と

が
功
を
奏
し
た
と
思
い
ま
す
。「
人
間
は
お
も
し
ろ

い
か
あ
り
が
た
い
か
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
寄
っ

て
く
る
も
の
じ
ゃ
な
い
よ
」と
、創
立
者
平
生
釟

三
郎
先
生
の
お
こ
と
ば
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

若
い
人
が
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
た
の
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。そ
の
代
表
が
水
谷
君
だ
よ
ね
。

水
谷　

私
は
将
来
起
業
を
め
ざ
し
て
い
る
ん
で

す
が
、第
1
回
目
の
懇
親
会
で「
会
社
を
辞
め
よ

う
」と
考
え
て
い
る
こ
と
を
思
い
き
っ
て
あ
る
方
に

ご
相
談
し
た
ん
で
す
よ
。そ
う
し
た
ら
、先
輩
の

方
々
が「
ダ
メ
だ
、あ
と
1
年
が
ん
ば
れ
」と
か
、

「
今
の
会
社
で
も
っ
と
社
会
人
経
験
を
積
め
」と

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。真
剣
か

つ
厳
し
く
て
、で
も
温
か
い
お
こ
と
ば
で
し
た
。会

社
を
離
れ
た
社
会
人
同
士
の
お
付
き
合
い
だ
っ

た
ら
、適
当
に
あ
し
ら
う
こ
と
も
で
き
る
の
に
。

後
輩
思
い
の
先
輩
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

弘
世　

甲
南
の
卒
業
生
は
、起
業
し
て
い
る
人
が

結
構
多
い
か
ら
、甲
平
会
で
多
く
の
実
業
家
の

方
々
に
出
会
え
た
の
は
い
い
経
験
に
な
っ
た
だ
ろ

う
ね
。

石
田　

私
は
、ち
ょ
う
ど
東
京
に
転
勤
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、神
山
さ
ん
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
て
参
加

し
た
ん
で
す
が
、一
気
に
友
達
が
増
え
ま
し
た
。

神
山　

石
田
さ
ん
自
身
も
多
く
の
方
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
方
な
の
で
、「
ぜ
ひ
甲
平
会
に
来
て
ほ

し
い
！
」っ
て
お
誘
い
し
ま
し
た
。外
資
系
企
業
で

キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
て
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
る
彼
女
の
生
き
方
が
若
い
女
性
た
ち

に「
が
ん
ば
る
意
欲
」を
与
え
る
と
期
待
で
き
た

か
ら
。ア
ド
バ
イ
ス
も
響
く
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た

の
で
。

弘
世　

M
B
A
も
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
の
な
か
取
得
し

た
よ
ね
。

石
田　

私
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、甲
南
O
B
の
多

く
に
共
通
す
る
人
柄
の
良
さ
っ
て
あ
り
ま
す
よ

ね
。柔
軟
性
が
あ
っ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。甲
南
の
穏
や
か
な
校
風
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。

神
山　

私
は
甲
南
の
先
輩
た
ち
に
お
会
い
し
て

「
豊
か
さ
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
だ
な
」っ
て
知
り
ま

し
た
。特
に
旧
制
の
先
輩
方
は
、紳
士
で
、仕
事

も
一
生
懸
命
、趣
味
も
い
っ
ぱ
い
。社
会
で
活
躍
さ

れ
て
い
て
素
敵
な
方
が
多
い
で
す
ね
。実
は
、来
年

発
売
予
定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ガ
イ
ド「
Z
A
G
A
T

京
都
」の
P
R
で
、京
都
の
先
輩
方
を
訪
ね
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、数
人
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
て
、「
よ
う
来
て
く
れ
た
」と
ご
ち
そ
う
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
、「
観
光
庁
の
長
官
に
会
い
に
行
っ

た
ほ
う
が
い
い
よ
」と
一
筆
書
い
て
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
・・・
。な
か
に
は
初
対
面
の
先
輩
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、同
じ
甲
南
大
学
を
卒
業

し
た
だ
け
の
つ
な
が
り
で
、大
変
親
切
に
丁
寧
に

接
し
て
く
だ
さ
っ
て
。

石
田　

私
も
ち
ょ
う
ど
大
学
院
に
通
学
し
て
い

た
頃
に
知
り
合
っ
た
甲
南
の
先
輩
に
M
B
A
の
修

士
論
文
を
見
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

弘
世　

そ
の
日
初
め
て
会
っ
た
後
輩
の
面
倒
を

見
て
く
れ
る
の
も
、甲
南
ら
し
い
ね
。上
か
ら
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
継
い
で

い
て
、ま
た
下
の
世
代
に
返
し
て
あ
げ
よ
う
と
す

る
精
神
が
あ
る
と
思
う
。私
た
ち
も
そ
う
あ
り
た

い
で
す
ね
。

̶
̶

次
に
、こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
甲
南
の

後
輩
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。若
き
方
へ
の
激
励
エ
ー
ル
、ち
ょ
っ
と
厳
し

い
ご
意
見
な
ど
、各
界
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
ご
自
身
の
経
験
を
交
え
た
本

音
ト
ー
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
谷　

今
の
時
代
、た
と
え
ば
見
た
目
が
い
い
仕

事
を
選
ぶ
傾
向
に
あ
っ
た
り
、社
会
の
評
価
が
気

に
な
っ
て
自
分
が
本
当
に
し
た
い
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
よ
ね
。

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
な
・・・
と
。私
が
、こ
れ

か
ら
の
甲
南
の
後
輩
た
ち
に
磨
い
て
ほ
し
い
の

は
、「
本
質
を
見
る
こ
と
」で
す
ね
。本
質
を
見
抜

け
れ
ば
、仕
事
に
お
い
て
も
成
功
に
近
づ
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。大
先
輩
の
弘
世
さ
ん
は
、こ
れ
か

ら
の
若
い
人
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
さ
れ
ま
す

か
？

弘
世　

こ
れ
は
自
分
へ
の
戒
め
も
込
め
て
な
ん
で

す
が
、い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。ま
ず
、「
目
的
意
識

を
持
つ
こ
と
」、「
人
の
せ
い
に
し
な
い
こ
と
」、「
絶

対
に
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」。そ
し
て
、「
表
現
力

が
あ
る
こ
と
」。ど
ん
な
に
い
い
考
え
を
持
っ
て
い

て
も
、相
手
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
か

ら
ね
。あ
と
、「
信
頼
力
が
あ
る
こ
と
」。最
後
に
一

番
大
切
な
の
は
、「
真
の
仲
間
が
い
る
こ
と
」だ

ね
。英
語
も
必
須
で
す
よ
、こ
れ
か
ら
は
。

石
田　

今
後
は
海
外
で
の
現
地
採
用
も
増
え
る

の
で
日
本
で
の
就
職
の
門
戸
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
り
ま
す
よ
ね
。だ
か
ら
、語
学
に
プ
ラ
ス
し

て
、外
国
人
学
生
と
競
え
る
力
が
必
要
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、私
の
会
社
で
も
ア
ジ
ア
全
体
で
新
入

社
員
が
集
ま
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、日
本
人

は
全
く
話
さ
な
い
の
に
、中
国
や
イ
ン
ド
の
新
入

社
員
は
与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
瞬
時
に
考

え
て
意
見
が
言
え
る
ん
で
す
よ
。考
え
る
力
は
も

ち
ろ
ん
、弘
世
さ
ん
が
言
う〝
表
現
力
〞が
大
切
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

水
谷　

私
は
海
外
で
働
い
た
経
験
も
あ
る
の
で

す
が
、海
外
で
は
10
年
先
の
国
を
思
っ
て
行
動
す

る
若
者
が
多
く
、志
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

日
本
に
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

石
田　

そ
う
で
す
ね
。そ
れ
と
企
業
で
は
、〝
共

存
共
栄
〞を
リ
ー
ド
す
る
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
。利
己
主
義
に
走
る
と
、

組
織
で
は
や
っ
ぱ
り
頭
を
打
つ
か
ら
。

神
山　

若
い
人
は
き
っ
ち
り
し
て
い
て
、ま
じ
め
だ

け
ど
、余
裕
が
な
い
の
か
な
。仕
事
に
し
て
も
、言

わ
れ
た
こ
と
を
こ
な
す
だ
け
で
、も
っ
と
寄
り
道

し
た
り
、こ
ろ
ん
だ
り
、遠
回
り
し
て
も
い
い
の
に

と
思
う
ん
で
す
け
ど
。も
っ
と
人
生
を
思
い
き
り

生
き
て
楽
し
ん
だ
ら
い
い
の
に
。

弘
世　

ま
あ
、僕
た
ち
が
若
い
と
き
も
、先
輩
は

僕
た
ち
を
見
て
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
け
ど
ね
。で
も
、わ
れ
わ
れ
の
時
代
よ
り

が
ん
ば
っ
て
い
る
学
生
た
ち
も
多
い
。こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
価
値
観
が
多
様
に
な
っ
て
く
る
の
で
、

「
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
個
性
」を
大
学
時
代

で
み
つ
け
て
ほ
し
い
な
。単
に
変
わ
っ
て
る
っ
て
い

う
の
で
は
な
く
て
ね
。そ
れ
と
、や
っ
ぱ
り
出
会
い

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。才
能
の
あ
る
人
間
は
、

袖
が
振
れ
る
ほ
ど
の
些
細
な
チ
ャ
ン
ス
も
逃
さ
な

い
。大
物
に
な
る
人
物
は
、チ
ャ
ン
ス
に
敏
感
で

す
。出
会
い
が
人
を
変
え
る
か
ら
ね
。私
自
身
も

社
会
人
に
な
っ
て
、甲
南
の
方
々
や
多
く
の
人
に

助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

水
谷　

後
輩
の
方
々
は
、私
の
よ
う
に
甲
平
会
を

は
じ
め
甲
南
の
先
輩
方
と
ど
ん
ど
ん
お
付
き
合
い

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。私
の
と
こ
ろ
に
も
ぜ
ひ
飛

び
込
ん
で
来
て
ほ
し
い
で
す
。

神
山　

先
輩
を
訪
ね
る
の
は
遠
慮
す
る
だ
ろ
う

し
、勇
気
が
い
る
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。

水
谷　

私
は
そ
の
あ
た
り
全
然
平
気
な
ほ
う
で

す
か
ら（
笑
）。余
談
に
な
り
ま
す
が
、僕
は
趣
味

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
で
た
ま
た
ま
お
会
い
し

た
方
と
の
ご
縁
か
ら
、憧
れ
の
あ
る
超
ビ
ッ
グ
ネ
ー

ム
と
手
紙
を
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
た
ん
で
す
。

一 

同　

す
ご
い
！

石
田　

そ
れ
は
、水
谷
君
の
才
能
や
ね
。で
も
、

や
っ
ぱ
り
、遠
慮
す
る
必
要
は
な
い
で
す
ね
。先
輩

の
方
に
も
受
け
入
れ
る
気
持
ち
が
あ
る
と
思
う

し
。

神
山　

同
感
！ 

か
た
く
考
え
す
ぎ
な
い
で
ね
。私

な
ん
か
、ス
ー
ツ
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
選
び
方
と
か
、社

交
の
コ
ツ
、女
性
と
し
て
の
生
き
方
を
素
敵
な
先

輩
マ
ダ
ム
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
も
の
。

弘
世　

下
級
生
か
ら
上
級
生
に
声
を
か
け
て
も
ら

う
ほ
う
が
、関
係
が
つ
く
り
や
す
い
気
も
す
る
ね
。

水
谷　

僕
も
み
な
さ
ん
に
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
連
絡

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

神
山　

甲
平
会
を
活
用
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
よ
ね
。

弘
世　

甲
南
の
卒
業
生
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓

迎
で
す
！ 

甲
南
に
は
マ
ン
モ
ス
大
学
で
は
な
い
か

ら
こ
そ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
良
さ
が
あ
り
ま
す
か

ら
。甲
南
大
学
っ
て
、実
は
卒
業
し
て
か
ら
の
ほ

う
が
あ
り
が
た
み
が
分
か
る
大
学
か
も
し
れ
な
い

ね
。先
輩
方
が
教
え
て
く
れ
た
甲
南
の
良
さ
を

次
世
代
に
も
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●お問い合わせ先
ザガット事務局（株式会社CHINTAI内）
www.chintai.net/zagat
TEL：03 -3500-5558（平日10：00～18：00 土日祝を除く）

～『ザガット』編集部よりお知らせ～
『ザガット 京都のレストラン＆ホテル』の投票期間スタート！
消費者投票による世界的評価ガイド『ザガット』から、
京都版観光ガイドが2011年3月にデビューします。そ
こで11月12日（金）まで『ザガット 京都のレストラン＆
ホテル』の投票を実施しています。みなさまが体験した、
京都のレストランとホテルについて、本音の評価を投
票してください。一緒に『ザガット』をつくりましょう！
店舗評価・投票にご参加いただければ、情報提供の
お礼としてもれなく新刊本を、また抽選で京都の名産
品をプレゼントします。奮ってご参加ください。

20名様に
プレゼント

石田 靖恵さん

1989年甲南大学文学部卒業。P＆G経営管
理本部に勤務。仕事の傍ら2007年神戸大
学にてMBA取得。ゴルフ、スキー、テニス、
スキューバダイビング、茶道が趣味。

プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン勤務

水谷 雄一さん

2005年甲南大学法学部卒業。大学卒
業後野村證券に入社、海外での起業経
験を経て、現在は外資系金融機関に勤
務。趣味は、パワースポットめぐり。

外資系金融機関勤務

神山 優子さん

1989年甲南大学文学部卒業。テーブルコー
ディネーターとして活躍後、現在は全米No.1の
レストランガイドの日本版「ZAGAT SURVEY」
のPRを担当。趣味は、料理、旅行、陶磁器鑑賞。

CHINTAI ZAGAT SURVEYアドバイザー

弘世 芳嗣郎さん

1989年甲南大学経営学部卒業。入社後日
比谷支店、資本市場部、ニューヨーク支
店、国際業務部など多方面の金融分野で
活躍。甲南大学時代は、テニスに熱中。

三菱東京UFJ銀行勤務

『
ザ
ガ
ッ
ト
』東
京
版
ま
た
は

長
野
版
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

OB・OG
座 談 会
i n 東 京

特集 2

78



〜
イ
ベ
ン
ト
で
駅
ナ
カ
を
活
性
化
！
〜

経
営
学
部
・
西
村
順
二
ゼ
ミ

※

E
B
A
総
合
コ
ー
ス

アンジェルブのHP：http://angelbe.jp/

　

私
た
ち
は
、J
R
大
阪
駅
に
あ
る
有
料
化
粧
直

し
ス
ペ
ー
ス〝
ア
ン
ジ
ェ
ル
ブ
〞に
つ
い
て
、J
R
西
日

本
と
共
同
研
究
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。私
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、〝
お
客
さ
ん
の
少
な
い

時
間
帯
が
あ
る
ア
ン
ジ
ェ
ル
ブ
を
、常
に
お
客
さ
ん

が
い
る
状
態
に
す
る
こ
と
〞で
し
た
。こ
の
た
び
、私

た
ち
が
提
案
し
た
い
く
つ
か
あ
る
提
案
の
な
か
か
ら

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン「
母
娘
感
謝
イ
ベ
ン
ト
」が
評
価
さ

れ
、10
月
3
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
の

企
画
に
あ
た
っ
て
は
、 

ア
ン
ジ
ェ
ル
ブ
利
用
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、昼
間
の
閑
散
時
間

帯
の
利
用
者
増
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、①
ま
ず
ア
ン
ジ
ェ
ル
ブ
で
お

母
様
が
プ
ロ
の
メ
イ
ク
で
変
身
②
メ
イ
ク
の
間
、娘

さ
ん
が
肌
診
断
や
お
母
様
へ
の
感
謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
ご
準
備
し
て
い
た
だ
く
③
綺
麗
に
な
っ
た
お
母

様
と
ご
対
面
、娘
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を

お
伝
え
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
、プ
ロ
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
A
Y
U
M
O
さ
ん
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ウ
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、次
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
、娘
さ

ん
か
ら
の
誘
い
に
応
じ
お
母
様
が
ア
ン
ジ
ェ
ル
ブ
に

来
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
べ
く
、

2
8
6
組
の
母
娘
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。そ
の
結
果
か
ら
、自
律
的
親
子
関
係
や
友

達
親
子
な
ど
の
要
因
を
分
析
し
、母
娘
の〝
仲
の
よ

さ
〞お
よ
び〝
消
費
行
動
〞を
把
握
し
ま
す
。

　

時
間
を
か
け
て
研
究
し
て
き
た
だ
け
に
、イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
今
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

西
村
ゼ
ミ
で
は
、学
生
た
ち
が
、地
域
、企
業
、そ
し

て
産
業
界
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
、単
な
る

座
学
で
は
な
く
生
き
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
を
学
べ

ま
す
。私
た
ち
が
西
村
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
の
も
そ
れ
が

大
き
な
魅
力
だ
っ
た
か
ら
で
す
。大
学
時
代
に
す
ご

く
い
い
経
験
が
で
き
、西
村
教
授
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、ゼ
ミ
に
お
け
る
学
習
・
研
究
を
通
し

て
、魅
力
的
で
あ
り
な
が
ら
、世
の
中
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
製
品
や
場
所
、地
域
資
源
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。今
後

も
、〝
地
域
や
企
業
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
〞を
引
き

出
し
世
の
中
に
周
知
し
て
も
ら
う
よ
う
な
社
会
貢

献
や
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち〝
c
o
d
e
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞は
、文
学
部
社

会
学
科
の
地
域
連
携
講
座
科
目「
N
P
O
/
N
G
O

論
」で
学
ぶ
学
生
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、現

在
は
文
学
部
、経
済
学
部
、法
学
部
の
学
生
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
講
義
で
は
、社
会
に

は
企
業
や
行
政
以
外
に
も
多
く
の
活
動
や
組
織
が

あ
る
と
い
う
実
態
、そ
の
意
義
や
可
能
性
、そ
し
て

抱
え
る
課
題
な
ど
を
学
び
ま
す
。私
た
ち
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
題
。

東
灘
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
で
、

約
1
3
0
に
の
ぼ
る
同
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
取
材
を
続
け
、そ
の
活
動
を
少
し
で
も
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、取
材
内
容
を
ウ
ェ
ブ

上
に
公
開
し
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、ど
う
行
動
に
移
せ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。一
方
、私
た
ち
が
通
学
す
る
東
灘

区
内
だ
け
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
す
る
団
体

は
多
数
存
在
し
ま
す
。そ
れ
ら
の
団
体
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
志
願
者
が
う
ま
く
結
び
つ
け
ば
、も
っ
と
も
っ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か　

そ
う
い
う
願
い
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
c
o
d
e
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
で
学

ぶ
こ
と
は
、〝
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
の
実
践
〞だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
交
渉
す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
大
切
な
仕
事
で
あ

る
た
め
、言
葉
遣
い
や
マ
ナ
ー
に
非
常
に
気
を
配
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
歩
大
学
の
外
に
出
る
と
、

私
た
ち
学
生
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
甲
南
大
学
の

イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、

各
々
が
自
分
の
言
動
に
強
く
責
任
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。こ
の
活
動
を
す
る
ま
で
は
考
え

て
も
み
な
い
こ
と
で
し
た
。教
室
で
講
義
を
聴
い
て

学
習
す
る
こ
と
と
、大
学
の
外
で
接
す
る
た
く
さ

ん
の
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
両
輪
と
な
っ
て
成
長
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
な
ど
か
ら
、お
礼
を
言
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、私
た
ち
の
方
こ
そ

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
後
は
、こ
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
っ
た
方
々
と

の
つ
な
が
り
、得
た
情
報
や
知
識
、経
験
を「
社
会

貢
献
」と
い
う
形
だ
け
で
は
な
く
、よ
り
多
く
の
場

面
で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
経
営
学
部
の
西
村
順
二
ゼ
ミ
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、そ
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、阪
神
尼
崎
駅
前
の
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。い
く
つ
か
の

案
を
提
案
し
た
な
か
で
、尼
崎
中
央
商
店
街
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
つ
く
る
と
い
う
私
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
の
案
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、テ
ー
マ
ソ
ン

グ
制
作
作
業
に
入
り
ま
し
た
。ま
ず
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
手
法
に
の
っ
と
り
、仮
説
を
立
て
て
検
証
を
行

う
と
い
う
作
業
の
な
か
で
、商
店
街
の
客
層
を
分

析
。歌
詞
を
、近
隣
に
在
住
す
る
仮
想
家
族〝
尼

崎
一
家
〞の
日
常
生
活
が
尼
崎
中
央
商
店
街
と
密

接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
と
し
、ス
ト
ー

　

私
た
ち
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
6
期
生
に
よ
る〝
人

財
〞支
援
団
体「
W
E
B
A
S
」は
、御
影
小
学
校
よ

り
、「
外
国
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

生
徒
た
ち
を
支
援
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ワ
シ
ン
ト
ン
州
か
ら
外
国
人
教
員

グ
ル
ー
プ
が
御
影
小
を
訪
れ
、生
徒
た
ち
と
交
流

す
る
と
い
う
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
に
伴
う
ご
依
頼
で
し
た
。

　

私
た
ち「
W
E
B
A
S
」の
メ
ン
バ
ー
は
、全
員
が

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
し
経
済
学
・
経
営
学
の
専

門
科
目
を
英
語
で
学
ぶ
と
い
う
E
B
A
総
合
コ
ー
ス

で
学
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、必
然
的
に
英
語
力

が
身
に
つ
き
ま
す
。私
た
ち
は
、得
意
の
英
語
を
生

か
し
て
社
会
貢
献
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
、ぜ
ひ

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

教
員
団
が
御
影
小
を
訪
問
す
る
の
は
6
月
30

日（
水
）で
し
た
が
、ま
ず
は
6
月
17
日（
木
）、初
め

て
海
外
の
方
を
お
迎
え
す
る
小
学
生
た
ち
の
英
語

学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。は
じ
め
は
、英
語

を
話
す
こ
と
、そ
し
て
普
段
交
流
の
な
い
大
学
生
の

私
た
ち
に
緊
張
し
て
い
る
小
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。し
か
し
単
語
の
発
音
が
ひ
と
つ
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、積
極
的
に
分
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。小
学
生
の
学
ぶ
意
欲

に
私
た
ち
が
逆
に
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。

　

そ
し
て
、迎
え
た
6
月
30
日（
水
）。い
よ
い
よ
教

員
団
が
お
越
し
に
な
る
日
で
す
。私
た
ち
は
訪
問

団
の
方
々
を
案
内
す
る
小
学
生
の
支
援
と
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め
の
通
訳
を
務
め
ま
し

た
。最
初
、小
学
生
の
み
ん
な
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
し
た
が
、授
業
見
学
が
終
了
し
給
食
を
一
緒
に
食

べ
る
頃
に
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、生
徒
か
ら
は「
将
来
私
も
英
語
が
で
き
る

大
学
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
」、先
生
方
か
ら
は「
生
徒

た
ち
に
は
、外
国
人
の
方
や
大
学
生（
W
E
B
A
S
）

と
の
交
流
が
非
常
に
刺
激
的
な
体
験
だ
っ
た
よ
う

で
、英
語
学
習
へ
の
意
欲
が
向
上
し
ま
し
た
。ま
た
、

夏
休
み
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
す
る
生
徒
も

出
ま
し
た
」と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

W
E
B
A
S
は
、こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
も
私
た
ち
が
経

験
し
て
き
た「
国
際
交
流
・
留
学
」「
キ
ャ
リ
ア
形

成
・
就
職
活
動
」「
社
会
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

で
、参
加
す
る
学
生
た
ち
の〝
成
長
〞お
よ
び〝
学
生

生
活
充
実
〞の
場
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。W
E
B
A
S
の
起
こ
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
き
っ

か
け
と
な
り
、W
E
B
A
S
と〝
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
〞が
共
に
新
た
な「
気
づ
き
」を
得
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
…
。

「
お
母
さ
ん
も

  

キ
レ
イ
に
し
た
い
」

　

こ
れ
ま
で
本
誌
で
お
伝
え
し
て
き
た
よ
う
に
、
甲
南
大
生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
な
か
で
も
学
生
の
本
分
で
あ
る〝
学
習
〞の
成
果
を
生
か
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
学
生
た
ち
と
そ
の
活
動
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

叱
ら
れ
て
教
わ
り
、
誉
め
ら
れ
て
伸
び
る
。
そ
し
て
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
人
の
気
持
ち
の

温
か
さ
を
知
る
。
学
生
た
ち
が
学
ぶ
姿
勢
に
な
る
と
、
経
験
す
る
こ
と
す
べ
て
が
教
科
書
に
な
り
ま
す
。

彼
ら
が
社
会
貢
献
に
よ
っ
て
味
わ
っ
た
喜
び
と
感
動
の
レ
ポ
ー
ト
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
び
を
生
か
し

学
び
を
生
か
し
、

社
会
に
貢
献
す
る

社
会
に
貢
献
す
る
。

〜
イ
ベ
ン
ト
で
駅
ナ
カ

経
営
学
部

「
お
母
さ
ん
も

キ
レ
イ
に
し
たカ

学
部 カカ部 カ
学
部 たカ
学
部 たカ部部 た
学
部部
学

たカカカたたた

海
外
か
ら
の
来
客
を
迎
え
る

小
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

〜
英
語
力
と
留
学
経
験
を
生
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
W
E
B
A
S
〜

一
度
聴
い
た
ら
や
み
つ
き
！？

お
も
し
ろ
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で

商
店
街
を
活
性
化
！

経
営
学
部
・
西
村
順
二
ゼ
ミ

「
N
P
O
/
N
G
O
論
」

（
担
当
：
宮
垣
元
教
授
）受
講
生
を
中
心
に

↓c
o
d
e

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

川
端
遼
・
辰
已
裕
紀
・
谷
口
皇
華
・
西
川
雄
一
・
濵
田
恵

理
華
・
松
原
和
光（
以
上
経
4
）大
槻
香
奈
・
黒
田
将
平
・

西
山
耕
平
・
劉
博
陽（
以
上
営
4
）、加
納
泰
子
・
山
中
謙

（
以
上
経
3
）す
べ
て
E
B
A
総
合
コ
ー
ス

参加学生

荒
東
英
貴
・
芝
軒
哲
・
種
池
祐
香
・
時
本
奈
美
加
・
奥
松

真
衣
・
堤
茜
子
・
大
川
咲
耶
・
荒
木
聡
・
田
中
健
二
朗
・
尾

登
邦
彦
・
上
月
健
史
・
榎
本
直
裕
・
清
水
友
香
・
吉
田
美

里
・
井
元
陽
子
・
西
倉
美
也
子
・
上
野
拓
也
・
前
田
直
毅
・

胡
貴
宏
・
永
田
萌
・
寺
西
真
帆
・
木
村
康
司
・
宮
下
佳
子
・

慎
育
子
・
上
野
真
利
絵（
す
べ
て
営
4
）

参加学生

宮
崎
貴
之
・
仲
井
豊（
以
上
文
4
）・
樋
口
尚
子（
法
4
）・
浅

井
由
紀
乃
・
中
前
安
薫
・
細
田
涼
祐
・
屋
木
龍
太
郎
・
吉
田
直

人（
以
上
文
2
）・
櫻
井
洋
明（
経
2
）・
吉
栄
宏
城（
経
1
）

参加学生

何
倩
茹
・
川
端
み
な
み
・
竹
内
亜
喜
・
田
中
志
乃
・

永
井
佑
樹
・
宮
崎
貴
裕
・
山
田
桂
司（
す
べ
て
営
3
）

参加学生

特集 3

甲南大生の甲南大生の
社会貢献活動社会貢献活動

リ
ー
性
を
創
出
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、メ
ロ
デ
ィ
は
消

費
者
行
動
論
の
視
点
か
ら
デ
ィ
ラ
ン
効
果（
同
じ
メ

ロ
デ
ィ
が
頭
の
中
で
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
現
象
）が
期

待
で
き
る
も
の
を
意
識
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
ソ
ン
グ

を
流
す
こ
と
に
よ
り
、商
店
街
へ
の
愛
着
心
醸
成
だ

け
で
は
な
く
、「
商
店
街
を
訪
れ
た
人
々
が
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
実
際
に
商
店
街
で
流
れ
て
い
る

の
を
聴
い
た
と
き
、「
私
た
ち
で
も
社
会
の
役
に

立
っ
て
る
ん
だ
！
」と
実
感
で
き
ま
し
た
し
、自
信

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
が
話
題
に
な
り
、新
聞
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
が
、私
た
ち
も
記

者
会
見
に
出
席
し
た
り
、取
材
を
受
け
た
り
、非
常

に
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、今
回
の

こ
と
は
、私
た
ち
の
力
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
西
村
教
授
、

商
店
街
の
方
々
、曲
づ
く
り
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ

た
先
輩
な
ど
の
お
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

西
村
ゼ
ミ
で
は
、企
業
や
地
方
自
治
体
の
方
と

私
た
ち
学
生
が
接
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
す
が
、意
外
に
も
大
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
意
見

が
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
む
に
あ

た
り
、大
学
内
外
で
の
出
会
い
や
チ
ャ
ン
ス
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、こ
う
し
た
経
験
を
繰
り

返
す
こ
と
で
さ
ら
に
成
長
し
、よ
り
社
会
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、も
っ
と
も
っ
と
私
た
ち
若
者
が
、地
域
を
、日
本

を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

※
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
は
、現
在
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造

　

学
部
に
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
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なるほど！なるほど！先生、
知の最前線を
教えてください

訪
れ
た
国
は
、な
ん
と
1
9
3
ヵ
国
。
お
よ
そ
40
年
間
に
わ
た
り
、

休
暇
を
利
用
し
て
、毎
年
海
外
の
都
市
や
辺
境
を
訪
れ
、

現
地
の
様
子
を
カ
メ
ラ
に
収
め
続
け
る
、

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
の
南
里
章
二
先
生
。

こ
う
し
た
旅
の
写
真
や
ス
ラ
イ
ド
か
ら
つ
く
っ
た

「
生
き
た
教
材
」を
使
う
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
は
、

長
年
に
わ
た
り
甲
南
高
中
の
名
物
授
業
で
す
。

今
回
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
世
界
史
」を
実
践
す
る
、

イ
ン
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
顔
負
け
の
南
里
先
生
の
冒
険
人
生
に
迫
り
ま
す
。

　

私
が
、社
会
科
の
教
師
に
な
っ
た
の
が
、1
9
7
2
年
。現

在
ま
で
世
界
史
を
担
当
し
て
い
ま
す
。歴
史
の
授
業
は
、過

去
を
語
る
だ
け
で
な
く
、現
在
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、私
は
、教
師
に

な
っ
た
当
初
、自
分
自
身
が
行
っ
た
こ
と
が
な
い
国
に
つ
い
て

話
す
こ
と
に
強
い
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。や
が
て
、そ
の
違

和
感
は
、自
分
た
ち
と
同
時
代
に
生
き
る
人
間
が
、違
う
地

で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、実
際
に
自
分
で
見
て
説

明
を
し
た
い
と
い
う
想
い
に
変
わ
り
、1
9
7
3
年
、欧
州
10
ヵ

国
の
旅
に
出
ま
し
た
。以
来
毎
年
休
暇
を
利
用
し
て
世
界
各

国
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。こ
れ
ま
で
に
日
本
を
含

め
た
世
界
の
独
立
国
、1
9
3
ヵ
国
す
べ
て
を
踏
破
し
ま
し

た
。日
本
人
で
初
め
て
の
※
踏
査
と
な
っ
た
イ
ン
ド
最
北
部
の

秘
境
の
調
査
、サ
ハ
ラ
砂
漠
縦
断
、ア
マ
ゾ
ン
の
川
下
り
、キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
山
な
ど
、旅
行
と
い
う
よ
り
は
冒
険
に
近
い

旅
も
数
知
れ
ず
。日
本
で
は
体
験
で
き
な
い
出
来
事
に
も
数

多
く
出
会
い
ま
し
た
。現
地
で
撮
影
し
た
写
真
や
ス
ラ
イ
ド

を
見
せ
な
が
ら
私
が
体
験
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、生

徒
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
。と
き
に
は
、ア
フ
リ
カ
の
貧
困

や
、ア
ジ
ア
で
日
本
が
残
し
た
戦
争
の
痕
跡
な
ど
、深
刻
な

問
題
を
突
き
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

訪
れ
る
国
は
政
情
不
安
な
国
も
多
く
、ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
や
バ
ス
利
用
の
一
人
旅
の
た
め
、数
多
く
の
危
険

な
目
に
も
あ
っ
て
い
ま
す
。内
戦
中
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
目
の
前

で
銃
声
が
聞
こ
え
た
と
思
え
ば
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
炎
上
し

た
り
、ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
夜
に
キ
ャ
ン
プ
中
、草
む
ら
か
ら
突
然

ラ
イ
オ
ン
が
現
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。最
も
危
険

だ
っ
た
の
が
、同
じ
く
ボ
ツ
ワ
ナ
の
国
境
付
近
か
ら
街
へ
向
け

て
車
で
走
行
中
、ゲ
リ
ラ
に
間
違
わ
れ
、兵
士
た
ち
に
取
り

囲
ま
れ
て
ラ
イ
フ
ル
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
。そ
の
瞬

間
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
に
、無
事
キ
ャ
ン
プ
地
に
到
着
し
て

寝
袋
を
出
そ
う
と
し
た
と
き
、1
時
間
ぐ
ら
い
震
え
が
と
ま

ら
な
か
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
ね
。車
の
止
め
方
、

降
り
方
、話
し
方
、ど
れ
か
ひ
と
つ
で
も
狂
っ
て
い
た
ら
・・・
と

想
像
す
る
と
、今
で
も
本
当
に
よ
く
生
き
て
帰
っ
て
来
れ
た

な
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
危
険
な
目
に
あ
っ
て
、「
も
う
二
度
と

海
外
へ
は
行
か
ん
と
こ
う
」と
誓
っ
て
も
、し
ば
ら
く
す
る
と

ま
た
む
ず
む
ず
し
て
く
る
ん
で
す
け
ど
ね（
笑
）。

　

私
の
旅
の
原
点
は
、ア
フ
リ
カ
で
す
。初
め
て
行
っ
た
と
き

の
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
20
回
以
上
行
き
ま
し

た
が
、何
回
行
っ
て
も
面
白
い
。な
か
で
も
、1
年
間
留
学
し

て
、力
を
入
れ
て
研
究
し
た
テ
ー
マ
が
、サ
ハ
ラ
砂
漠
の
歴
史

や
文
化
。塩
を
運
ぶ
砂
漠
の〝
隊
商（
ア
ザ
ラ
イ
）〞を
追
い
か

け
て
、サ
ハ
ラ
砂
漠
を
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
で
疾
走
し
続
け
ま

し
た
。念
願
が
叶
っ
て
、ラ
ク
ダ
の
列
を
従
え
た
ア
ザ
ラ
イ
た

ち
と
の
出
会
い
も
実
現
し
た
の
で
す
。サ
ハ
ラ
は
、黒
人
た
ち

の
世
界
に
イ
ス
ラ
ム
が
色
濃
く
入
っ
た
エ
リ
ア
。ア
フ
リ
カ
と

言
っ
て
も
、ひ
と
つ
で
は
く
く
れ
な
い
、多
様
な
世
界
が
あ
り

ま
す
。い
ろ
ん
な
顔
が
あ
る
か
ら
、行
く
た
び
に
違
う
面
白
さ

が
あ
る
。そ
れ
に
、貧
し
く
て
、決
し
て
衛
生
面
も
良
く
な
い

が
、生
き
て
い
る
人
が
た
く
ま
し
く
て
や
さ
し
い
。そ
ん
な
生

命
力
に
惹
か
れ
ま
す
。

　

世
界
史
は
、歴
史
を
見
る
だ
け
で
な
く
、人
間
を
理
解
す

る
人
生
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
大
人
の
世
界
」を
の
ぞ

く
面
白
さ
が
あ
る
。思
い
っ
き
り
賢
い
大
人
も
い
れ
ば
、女
性
に

お
ぼ
れ
て
国
を
滅
ぼ
し
た
王
様
の
よ
う
に
愚
か
な
大
人
も
い

る
。両
方
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
の
が
、私
の
持
論
で

す
。甲
南
に
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
た
れ
」と
い
う
教
育

理
念
が
あ
り
ま
す
が
、紳
士
は
お
高
く
と
ま
っ
た
世
界
を
知
っ

て
い
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。本
当
の
紳
士
と
は
あ
ら
ゆ
る

世
界
を
見
つ
め
、そ
し
て
ど
ん
な
人
に
も
や
さ
し
さ
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
。甲
南
の
生
徒
は
、そ
ん
な
人
間
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
ら
。

　

教
科
書
だ
け
で
な
く「
生
き
た
教
材
」を
使
っ
た
授
業
が
し

た
い
と
思
っ
た
の
は
、私
自
身
が
子
ど
も
の
頃
、映
画
か
ら
世

界
史
の
面
白
さ
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。授
業
で
は
、興
味
の

「
き
っ
か
け
」を
た
く
さ
ん
与
え
て
あ
げ
た
い
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
卒
業
生
が
現
在
50
代
に
な
り
、今
で
も
あ
の
頃
の
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
た
授
業
が
面
白
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
る
の
を

聞
く
と
、や
は
り
教
師
冥
利
に
つ
き
ま
す
。な
か
に
は
私
と
同

じ
よ
う
に
冒
険
旅
行
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
卒
業
生
も
い
ま

す
。「
先
生
僕
も
イ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。あ
の
と
き
授
業

で
先
生
が
言
っ
て
い
た
話
が
、実
際
に
自
分
で
行
っ
て
本
当

だ
っ
た
と
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」な
ん
て
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て（
笑
）。私
の
言
葉
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
、な
に
よ
り

実
際
に
自
分
の
体
験
か
ら
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ

し
い
な
と
思
い
ま
す
。世
界
史
は
、「
勝
者
」か
ら
見
た
歴
史
と

し
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、自
分
の
目
で
確
か
め

て
自
分
で
考
え
る
大
切
さ
を
、生
徒
た
ち
に
は
し
つ
こ
く
伝

え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、「
夢
を
大
切
に
し
な
さ
い
」と
生
徒
た
ち
に
言
う
と
、

そ
の
目
線
は
私
自
身
に
も
必
ず
同
じ
言
葉
を
問
い
か
け
て
き

ま
す
。私
は「
自
分
に
は
夢
が
あ
る
。世
界
の
す
べ
て
の
国
を

ま
わ
る
こ
と
」と
み
ん
な
に
い
つ
も
語
っ
て
、自
分
も
夢
を
追

い
求
め
て
き
ま
し
た
。教
師
が
夢
を
持
た
ず
に
、ど
う
し
て
生

徒
に
夢
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。世
界
す
べ

て
の
独
立
国
踏
破
を
達
成
し
た
の
が
、2
0
0
1
年
ア
フ
リ

カ
の
カ
ボ
ベ
ル
デ
で
し
た
。入
国
し
た
と
き
は
、「
あ
っ
け
な

く
、こ
ん
な
も
ん
か
」と
思
っ
た
の
で
す
が
、空
港
を
出
て
ホ
テ

ル
に
着
き
、荷
物
を
ほ
ど
い
て
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
と
き
に
、や
っ

と
実
感
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
ん
で
す
。同
時
に
、「
こ
れ
は
決
し

て
ゴ
ー
ル
で
な
く
、ま
だ
通
過
点
だ
な
」と
思
い
ま
し
た
。今
で

も
、ま
だ
ま
だ
、私
は
夢
の
途
中
で
す
。

旅
行
と
い
う
よ
り
は
冒
険
、

生
死
に
か
か
わ
る
危
険
も
数
知
れ
ず
。

世
界
1
9
3
ヵ
国
を
め
ぐ
り
、

生
き
た
体
験
か
ら
教
え
る

冒
険
先
生
。

教
師
が
夢
を
持
た
ず
に
、

生
徒
に
夢
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

世
界
史
に
よ
り
人
間
・
人
生
を
学
び
、

本
当
の〝
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
〞に

な
っ
て
ほ
し
い
。

▶数百年前からほ
とんど変わらないで
あろう伝統的な農
牧生活があった、イ
ンド最北部の秘境。
異なる宗教が対立
することなく共存す
るユートピア。

◀
数
百
年
続
く
ア
フ
リ
カ
側
の
ゴ
ー

ル
ド
と
ア
ラ
ブ
側
の
岩
塩
の
交
易
、

ブ
ラ
ッ
ク
ア
フ
リ
カ
と
ア
ラ
ブ
の
交
流

に
興
味
を
持
ち
、サ
ハ
ラ
砂
漠
へ
。

、ま
だ
ま
だ
、私
は
夢
の
途
中
で
す
。

南里先生の著書

南里先生の30年にわたる
冒険・探検・登山・紀行・
調査の軌跡がわかる一冊。

全
世
界
紀
行

　

民
族
と
歴
史
、そ
し
て
冒
険

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版　

￥
2,
7
0
0（
税
抜
）

※「
踏
査
」 ： 

実
際
に
そ
の
地
へ
出
か
け
て
調
べ
る
こ
と
。

甲南大学大学院人文科学研究科修士課程修了。
甲南高校世界史教諭。現在は図書館長も務める。
毎夏世界各地を旅した記録を授業に活用し、教科
書と違った角度からの歴史への探究は、卒業して
もなお生徒たちの心に深く刻まれている。

甲南高等学校・中学校　

先生南里 章二
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1998年トゥレーヌ甲南学園高等部卒業、2002年甲南大学文学部社会学科
卒業。日本の企業を退職後、フランス・ボーヌ村の観光局に入局。同局勤務を経
て国立ボーヌ農業促進・職業訓練センターへ入校。現在は、夫の経営するワイン
ショップ・ワインバーMAGNUMにおいて、日本への輸出業務に携わっている。

藤井まき子氏藤井まき子氏

▲結婚式に駆けつけてくれたホームステイ先のCOUEDEL夫妻と一緒に。

ワ
イ
ン
街
道
か
ら
望
む
ム
ル
ソ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑
。

め
ざ
す
は
優
勝
！

全
国
大
会
で
活
躍
す
る
甲
南
生
た
ち
。

高高中

T O P I C S甲南の代表としてだけ
でなく、兵庫県代表と
しても上位に食い込み
たいと思います。

甲南高等学校3年生
黒田 龍之介
インターハイ出場

全国レベルの兵庫県予選大会を
勝ち抜くことができたので、自信を
持って挑みたいと思います。

甲南高等学校3年生 
杉野 豊
高校竜王戦
全国大会出場

初の全国大会ですが、出場する
からには、全国制覇をめざして挑
戦したいと思います。

甲南高等学校2年生
中 拓海
全国高校将棋
選手権大会出場

今年のメンバーは4人
中3人が初の全国大
会出場なので、お互い
に励まし合って、良い
成績で終われるように
したいです。

甲南中学校3年生
髙橋 聡
全国大会団体の部出場

リーダーシップを発
揮し、みんなの気持
ちをひとつにまとめ
て、チームワークで全
国大会団体戦を優
勝したいと思います。     

甲南中学校3年生
田中 聡介
全国大会出場

、兵庫県代表と
上位に食い込み
思います。

等学校3年生
之介
ハイ出場

生

弓道部

アーチェ
リー部

ブラス
アンサン
ブル部

ホッケー
部

高校
ゴルフ部

中学
テニス部

今年のメンバ

中学
ゴルフ部

甲南高等学校2年生
中 拓海
全国高校将棋
選手権大会出場

将棋部

文芸部

http://t-konan.jp/

フランス甲南学園トゥレーヌのことをもっと詳しく知りたい方はこちら

フランス甲南学園
トゥレーヌ日本事務所

TEL 078-453-0115

　フランスを初めて訪れたのは、
1995年、トゥレーヌ甲南学園高等部
（現フランス甲南学園トゥレーヌ高等
部。以下、トゥレーヌ）へ入学したときで
す。今年で丸15年がたちますが、まさ

か自分がフランスで住むことになるなんて思ってもみませんでした。トゥレーヌでは寮生活が基本です。
私にとっては、親元を離れて暮らすのも、外国に住むのも、寮で集団生活を送るのも初めて。しかも、一
緒に寮生活を送るトゥレーヌの中・高生たちは、同じ日本人とはいえ極めて個性的な人ばかり。入学当
初はひどく戸惑いましたね。喜怒哀楽が激しい思春期の子どもたちの感情がぶつかる寮生活。そんな
中で私がまず身につけたものは、“人間関係を潤滑に営む術”でした（笑）。 高校時代を振り返ってみ
ると、「最高にエキサイティングな3年間だった」の一言に尽きます。生活スタイル以外でも、見るもの、
学ぶもの、経験するものすべてが新鮮で刺激的でしたから。私は、高校の三年間という限られた時間
を一秒も無駄にしたくありませんでした。フランス語ができなくても、未経験のことでも、自信がなくても、
「まずは何でも、やってみる！」その精神で毎日を送りました。おかげで、自分の未来を切り開いていく力
や生きる「知恵」も身についたと思います。もちろん、フランス語の勉強もがんばりましたよ。

　大学は甲南へ進学。大学卒業後は一旦日本の会社に
就職しましたが、仕事で多くのフランス人とやり取りするな
かで、フランスでもう一度自分を試してみたいという気持ち
が沸 と々こみ上げてきました。そんな折、縁があってフランス
政府観光局ボーヌ支部で仕事をする機会を得ました。観

光局のあったフランス・ブルゴーニュ地方、現在私が住んでいるボーヌは、城壁に囲まれる小さな村で、フランスワ
インを代表するブルゴーニュワインの名産地でもあり、毎年世界中から多くの観光客が訪れます。私は、ワイン輸
入業者をワイナリーへ案内し通訳する業務をこなすうち、ワインを本格的に学ぼうと決意し、専門性の高い授業で
定評のある国立ボーヌ農業促進・職業訓練センター（CFPPA）へ入校、ワインマーケティングを専攻しました。
CFPPAのクラスメイトは全員フランス人。当たり前ながら、授業で先生方が話すフランス語のスピードは容赦あり
ません。そのうえ、ワインに関する専門用語がまったく理解できず、はじめは大変苦労しました。1日3時間2コマの
授業を、ノートをとりつつ録音し、帰宅後録音を聞き取りノートに記録、その日の授業を復習しなおす毎日。その甲
斐あって、無事認定資格を取得しました。一旦、日本に帰国しワイン輸入業務に携わったあと、3度目の渡仏をし、
今の主人と知り合い2008年6月に結婚しました。

　現在は、ボーヌというフランスの小さな
村で、主人が経営するワインショップ・ワ
インバーMAGNUMを手伝っています。
夫と私の願いは、フランス・ボーヌ村の
風とともにフレッシュでおいしいワインを
たくさんの方へお届けすること。ワイン

ショップMAGNUMでは、希少な銘柄も現地ならではの魅力的な価格でご提供しています。日本からのご
購入も可能ですし、パリには無料で配達もしています。詳細はメールにてお問い合わせください。ところで、
フランスでは、日本人の私は当然外国人。フランス人と対等にこの地で生きることは決して簡単なことで
はありません。残念なことですが、軽い差別にあうことがよくあります。たとえば、朝市に行くと、見た目で明ら
かにフランス人ではないと分かる私に対して、熟れていない果物や野菜を渡されたり、フランス人よりお値
段が高かったり。カフェでも、頼んでいないものがお勘定に記載されていたり。日本では有り得ないですよ
ね。聞くところによると、フランスの詐欺師が狙うのは、お年寄りか、外国人。特に日本人は、何でもハイハ
イとうなずきお金も持っていると思われているらしいんです。それを知ったときには、ショックでしたね。でも、
私はフランスが大好きで、おそらくずっとフランスで暮らしていくと思うので、こうしたマイナス面にもめげず
に、どんどん新しいことにチャレンジして、人生を邁進していきたいですね。そして、何年たっても変わらず、
日本人のいいところや自分らしさを失うことなく暮らしていこうと思います。今の私があるのは、高校卒業後
の進路、大学・それ以降の人生のなかでの様 な々選択場面において、まずは私を信じて、好きなように選
択・決断をさせてくれた両親、いつも見守ってくれているトゥレーヌ時代の友人・ホームステイ先のホスト
ファミリー、大学・社会人時代の友人先輩後輩の存在があるから。帰る場所があるという安心感があるか
らこそ、今もがんばれるんです。この場を借りてお礼を言いたいです。ありがとう！

毎日が新鮮でエキサイティング
だったトゥレーヌ時代

フランスへの思いがふくらみ、
現地で暮らすことを決意

フランスでも日本人であることを
忘れず生きていきたい

フランス甲南学園トゥレーヌだより

憧れのフランスで願いを叶えた卒業生。
「おいしいワインをたくさんの人に届けたい！」

毎号フランス甲南学園トゥレーヌから生徒たちの様子をお届けするこのコーナー。
今回は、少々趣向を変えて、フランスで生き生きと暮らすトゥレーヌOGをご紹介します。

ワインショップ・ワインバー MAGNUM
15 RUE MONGE，
21200 BEAUNE FRANCE
TEL：03.80.22.69.44／
日本から：（＋33）3.80.22.69.44

WEB SITE：
http://www.magnum-vins.com

携帯：06.83.63.63.26／
日本から：（＋33）6.83.63.63.26

ボーヌは、ブドウ畑に囲まれたワインの都であり、中世の時代からワイン
とともに発展し、かわいらしい街並みが大切にされてきたとてすばらしい
ところです。フランスにいらっしゃることがあれば、ぜひ足を伸ばしてボー
ヌまでお越しください。おいしいワインとともにお待ちしております！

※ワインのご購入を希望される方は、メールでお問い合わせください。
また、メールマガジン送信のご登録をいただければ、価格・内容とも
に魅力的な新着ワインリストのご案内を送っていただけます。

e-mail：magnum.makiko@orange.fr

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
は
、平
生
釟
三
郎
が
掲
げ
る
教
育
理
念「
徳
・
体
・
知
」の

バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
、ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
も
人
間
性
を
育
む
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、日
々
の
練
習
を
重
ね
、大
き
く
成
長
す
る
甲
南
生
と
、

そ
の
活
躍
に
よ
っ
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
体
育
会
系
・
文
化
系
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

部員一丸となって7
年ぶりの全国制覇を
めざします。

甲南高等学校2年生
森 亜嵐
俳句甲子園
全国大会出場

ジャズの甲子園で3年連続優
勝。4連覇という伝説を残せる
ようがんばって、先輩方から受
け継いだ、「たすき」を後輩に
渡したいです。

甲南高等学校2年生
鈴木 大元
JAPAN STUDENT
JAZZ FESTIVAL出場

団体戦では全国初出場。
ここで立ち止まらず、メン
バー全員が一丸となって
全国制覇を目標にがんば
りたいと思います。

甲南高等学校3年生
上村 将司（左）
全国大会団体の部出場
日本ジュニアゴルフ競技出場

2回目の全国大会なので、
しっかりと自分の実力が発
揮できるように努力します。
今年は優勝を狙います。

甲南高等学校2年生
三上 陽二郎（右）
全国大会個人の部出場
日本ジュニアゴルフ競技出場

昨年度はベスト8出場。
今年度は優勝をねらいた
いと思います。

甲南高等学校
3年生 上原 伊織
インターハイ出場

初出場で、より上を
めざしたいと思います。

甲南高等学校
3年生 金江 紀幸
インターハイ出場

全国レベルの兵庫県予選大会を
勝ち抜くことができたので、自信を
持って挑みたいと思います。

甲南高等学校3年生 
杉野 豊
高校竜王戦
全国大会出場

今年は団体出場することができなかっ
たので、この悔しさを出場できた個人
戦にぶつけて、全国制覇をめざします。

甲南高等学校3年生
吉井 崇師
インターハイ出場

去年は惜しくも上位に入
ることができませんでした
が、今年は甲南らしい
チームワークで、先輩方
が成し遂げた優勝に近づ
けるようにがんばります。

甲南高等学校3年生
新原 知治
インターハイ出場

去年
るこ
が、
チー
が成
ける

甲南高
新原 
インタ

アーチェ
リー部

今年
たの
戦に

甲南高
吉井 
インタ

馬術部

甲南高等学校
3年生 上原 伊織
インターハイ出場

高校
テニス部

います。

年生

部出場
フ競技出場 高校

ゴルフ部

昨年は1回戦で負けてしまい、
悔しい思いをしました。今年は
全国ベスト8を目標に、チーム
のために走ってがんばります。

甲南高等学校3年生
歌田 将哉
インターハイ出場
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山
本　

今
日
は
、甲
南
大
学
の
先
輩
で
あ
り
、

起
業
家
、そ
し
て
経
営
者
と
し
て
も
先
輩
で
あ

る
河
本
さ
ん
に
、い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
本　

お
互
い
に
お
菓
子
業
界
に
身
を
置
く
者

と
し
て
、私
も
情
報
を
交
換
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。実
は
、こ
の
取
材
の
前
に
こ
っ
そ
り
山
本

さ
ん
の
お
店「
ミ
ス
・
ド
ル
チ
ェ
」を
偵
察
に
行
っ

た
ん
で
す
よ（
笑
）。正
直
、「
や
ら
れ
た
！
」と
思

い
ま
し
た
ね
。

山
本　

え
ー
！ 

本
当
で
す
か
？

河
本　

か
わ
い
ら
し
さ
を
全
面
に
打
ち
出
し
た

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ケ
ー
キ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、そ
し

て
な
ん
と
い
っ
て
も
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
お
店
に
な
い

の
が
斬
新
！

山
本　

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
な
い
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ

プ
な
ん
て
、普
通
な
い
で
す
よ
ね（
笑
）。で
も
、

店
の
前
を
通
る
人
に「
こ
こ
っ
て
何
屋
さ
ん
？
」

と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た〝
？
〞を
投
げ
か
け
た
か
っ

た
ん
で
す
。

河
本　

外
か
ら
見
る
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た

か
わ
い
ら
し
い
お
店
。で
も
、何
を
売
っ

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。そ
れ
っ
て
、

す
ご
く
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。お
店

の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
内
装
デ
ザ
イ
ン

ま
で
、あ
る
程
度
飲
食
業
界
で
経

験
を
積
ん
だ
経
営
者
に
は
な
い
発

想
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。若
さ
っ

て
す
ば
ら
し
い
！（
笑
）。

山
本　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。自
分
の
好
き
な
物
を
、自

分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
売
り
た
い
と
思
っ
た
結
果

な
ん
で
す
。

河
本　

そ
の「
好
き
な
こ
と
」が
、う
ま
く
時
代

に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
い
い
と
思
い
ま

す
。お
菓
子
業
界
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
と
近

い
も
の
が
あ
っ
て
、ト
レ
ン
ド
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。セ
ン
ス
あ
る
若
い
人
が
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ

を
す
る
と
こ
う
な
る
の
か
、と
刺
激
に
な
り
ま
し

た
よ
。

経
営
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に

刺
激
を
受
け
る
、2
人
の
経
営
者

ス
イ
ー
ツ
が
大
好
き
！

だ
か
ら
、妥
協
を
し
た
く
な
い

彩り豊かなかわいらしさと、思わず笑顔になる甘い味覚で、多くの人々を魅了するスイーツ。

今、ブームのスイーツショップを立ち上げ、経営者として活躍する甲南卒業生と甲南大学生がいます。

「スイーツで起業」という共通のテーマを持つ2人が抱く、スイーツへの思いや起業の考え方に迫りました。

学生時代から、実際に飲食店経営にかかわり勉強
の日々。そして2007年、自ら考案したスイーツブラン
ド「東京丸の内ロール」をスタートさせ、完全独立を
果たす。自社店舗を持たない販売スタイルを確立す
るなど、独自の経営戦略で事業拡大に奮闘する。

結
果

時
代

思
い
ま

と
近

な
い
で

ョ
ッ
プ

り
ま
し

Miss Do
lce

大好きなスイーツで起業した現役生＆卒業生。大好きなスイーツで起業した現役生＆卒業生。

2000年甲南大学経営学部卒業
株式会社TMR 代表取締役

河本 陽介さん

留学で訪れたニューヨークのレストランで食
べたチーズケーキに感動。この感動をたくさん
の人に伝えたいという思いから、チーズケーキ
専門店「Miss Dolce（ミス・ドルチェ）」を開
店。身体にやさしい安全な材料を使用すると
いう自分のこだわりも取り入れ、経営者と学
生を両立する多忙な毎日を送っている。

経済学部EBA総合コース4年次

山本 理沙子さん

山
本　

お
店
や
ケ
ー
キ
を
通
じ
て
、お
客
様
に

大
切
な
時
間
を
幸
せ
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。私
が
店
の
ス
タ
イ
ル
に
こ

だ
わ
る
一
方
で
、河
本
さ
ん
は
店
舗
を
持
た
ず

に
、ネ
ッ
ト
販
売
や
百
貨
店
な
ど
の
物
産
展
を

通
じ
て
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
東
京
丸
の
内
ロ
ー
ル
」

を
全
国
に
展
開
な
さ
っ
て
ま
す
よ
ね
？ 

そ
の

販
売
ス
タ
イ
ル
に
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
…
。

河
本　

そ
う
で
す
ね
。も
と
も
と
東
京
の
丸
の

内
に
店
を
構
え
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
い
く
う
え
で
、店
舗
は
必
要

不
可
欠
で
は
な
い
と
考
え
た
ん
で
す
。

山
本　

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
？　

河
本　

今
後
、日
本
だ
け
で
な
く
、ア
ジ
ア
を

は
じ
め
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
、自
社
店
舗
で
売
る
よ
り
、外
部

の
販
路
で
展
開
し
て
い
く
戦
略
の
方
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
拡
大
し
や
す
い
と
判
断
し
た
ん
で
す
。

山
本　

す
ご
い
！ 

国
際
展
開
も
視
野
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。他
に
も
芸
能
人
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
ト
し
て
商
品
を
売
り
出
す
な
ど
、企
画

力
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
特
徴
的
で
勉

強
に
な
り
ま
す
！

河
本　

そ
う
な
ん
で
す
。「
企
画
力
」が
私
の
売

り
で
す
か
ら
。

山
本　

私
は
ま
だ
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
半
年

ほ
ど
で
す
の
で
、今
後
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
お
聞

き
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、経
営
者
と
し
て

心
が
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

河
本　

た
く
さ
ん
の
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か

で
生
き
残
る
た
め
に
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
最
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。味
な
ど
の
品
質
を
高
く
保
ち
続
け
た
り
、

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、企
画
力
で
よ
り

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し
た
り
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
す
が
、売
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
販
路
を

広
げ
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
生
産
工
場
か
ら
販
路
ま
で
、す
べ
て
を
自

分
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
の
で
、ど
う
し

て
も
管
理
に
限
界
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。

山
本　

過
剰
な
販
路
拡
大
か
ら
品
質
が
落
ち

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

河
本　

そ
う
で
す
。ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
は
、安

心
・
安
全
を
当
た
り
前
に
提
供
で
き
る
と
こ
ろ

甲南パティスリー対談

甲南パティスリー対談

か
ら
始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。売
れ
る
か
ら
と

い
っ
て
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
い
い
と
い
う
考

え
は
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、や
っ
ぱ
り
ス

イ
ー
ツ
が
好
き
だ
か
ら
、商
品
に
は
妥
協
を
し
た

く
な
い
ん
で
す
。だ
か
ら
、国
際
展
開
す
る
際
も

そ
の
限
界
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に
行
動
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本　

同
感
で
す
ね
。私
も
素
材
の
仕
入
れ
か

ら
ケ
ー
キ
が
焼
き
上
が
る
ま
で
、す
べ
て
チ
ェ
ッ

ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

河
本　

そ
れ
は
い
い
心
が
け
で
す
ね
。で
も
、大

学
生
と
の
両
立
は
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

山
本　

実
は
、卒
業
必
要
単
位
は
す
で
に
ほ
ぼ

取
得
済
み
な
ん
で
す（
笑
）。お
か
げ
で
大
学
に

も
お
店
に
も
通
え
て
い
ま
す
。ミ
ス
・
ド
ル
チ
ェ
の

ケ
ー
キ
は
ひ
と
つ
ず
つ
手
づ
く
り
で
、1
0
0
％

同
じ
物
を
つ
く
る
こ
と
が
難
し
い
。だ
か
ら
こ

そ
、す
べ
て
の
ケ
ー
キ
を
お
い
し
く
焼
き
上
げ
る

よ
う
に
、で
き
る
限
り
の
こ
と
は
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

河
本　

ス
イ
ー
ツ
を
手
が
け
る
者
と
し
て
、お
客

様
に
は
い
つ
も
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

山
本　

そ
う
で
す
ね
。お
客
様
の
よ
ろ
こ
ん
で

く
だ
さ
る
お
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
心
を
こ

め
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

河
本　

ス
イ
ー
ツ
っ
て
、た
く
さ
ん
の
人
を
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。コ
ー
ス
料
理
で
ス
イ
ー
ツ
が
お
い
し
く
な
い

と
、す
べ
て
が
台
無
し
に
な
っ
た
気
が
し
ま
せ
ん

か
？

山
本　

そ
れ
す
ご
く
分
か
り
ま
す（
笑
）。料
理

が
お
い
し
く
て
も
、最
後
の
ス
イ
ー
ツ
が
い
ま
い

ち
だ
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
り
ま
す
よ
ね
。

河
本　

人
の
気
持
ち
を
こ
こ
ま
で
揺
さ
ぶ
る
ス

イ
ー
ツ
っ
て
、や
っ
ぱ
り
奥
が
深
い
で
す
ね
。私

は
、ス
イ
ー
ツ
っ
て
嗜
好
品
だ
け
ど
、な
け
れ
ば

絶
対
困
る
！
と
い
う
よ
う
な
商
品
を
つ
く
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

  

スだ

わり勉強
ツブラン
独立を
確立す
する。

山
本

ほ
ど

き
し

心
が

河
本

で
生

を
高

す
。

先
ほ

オ
リ だ山ほき心河で

東京丸の
内ロール
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小麦粉を使わず、イタリア産リコッタチーズと十勝産無添加生
クリームで焼き上げたチーズケーキは、高タンパク、低カロリー
で女性だけでなく男性にも人気。NYの有名店「MARIE 
BELLE」の紅茶が、常時店頭に並ぶのは国内ではMiss 
Dolceだけ。また、オリジナルのオーガニック紅茶も扱っている。

山
本　

と
こ
ろ
で
、河
本
さ
ん
が
人
の
上
に
立

つ
に
あ
た
っ
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

河
本　
「
人
を
大
切
に
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す

大阪市西区北堀江1-17-1 Cor105-1
（大阪市営地下鉄四つ橋線 四ツ橋駅4番出口から徒歩2分）
TEL：06‐6539‐0138

甲南パティスリー対談

甲南パティスリー対談

東京丸の内発信として人気を集めるロールケーキの専門ブラ
ンド。①たっぷりのクリームを厚めの生地で包み込んだボリュー
ム満点のロールケーキ。②ひとつひとつ手作りで焼き上げるど
こか懐かしくも新しい一品。昔懐かしいベビーカステラを現代版
にしました。③特製のメープルシロップで表面をブリュレ。体にや
さしいカロチーノオイルも使用しています。他にも、定番商品か
ら有名人とコラボレートした期間限定商品などあります。

WEBSHOP （お取り寄せ・販売取り扱い店情報）
http://www.marunouchiroll-shop.com/
東京都千代田区丸の内1-11-1PCP8F　TEL：03-6860-8485（代表）

ね
。自
分
だ
け
じ
ゃ
大
し
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
ら
。あ
と
、こ
の
業
界
は
ス
イ
ー
ツ
が
好
き
じ
ゃ

な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
と
思
う
の
で
、ス
イ
ー
ツ

を
愛
す
る
人
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
ね
。

山
本　

私
の
ス
タ
ッ
フ
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
も「
お

菓
子
を
食
べ
る
の
が
好
き
な
こ
と
」と「
ミ
ス
・

ド
ル
チ
ェ
を
大
好
き
で
い
て
く
れ
る
こ
と
」。ス

タ
ッ
フ
は
み
ん
な
同
世
代
だ
か
ら
、意
見
交
換
し

や
す
い
ん
で
す
。私
は
、み
ん
な
の
意
見
を
聞
き

た
い
タ
イ
プ
だ
か
ら
。

河
本　

も
し
、意
見
が
対
立
し
た
場
合
は
？

山
本　

自
分
の
信
念
を
通
し
ま
す
。

河
本　

私
も
で
す（
笑
）。経
営
者
で
す
か
ら
、

決
断
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
よ
ね
。と
こ
ろ
で
、

ぜ
ひ
聞
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、大
学
生
で
お
店

を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
不
安
は
な
か
っ
た
で

す
か
？

山
本　

そ
れ
は
も
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、い
ざ

実
際
に
起
業
す
る
と
な
る
と
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
し
…
。

河
本　

で
も
、立
派
に
お
店
を
経
営
し
て
い
ま

す
よ
ね
。そ
の
行
動
力
が
ま
だ
学
生
な
の
に
す

ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
本　

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
進
ま
な
い
し
、楽

し
く
な
い
。だ
っ
た
ら
い
っ
そ
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
…
。努
力
し
て
達
成
感
を
味
わ
う
の
が
好
き

な
タ
イ
プ
で
す
し
、「
若
い
か
ら
挑
戦
し
や
す
い
」

か
な
、と
。そ
れ
に
、甲
南
っ
て
学
生
の
個
性
を

尊
重
し
応
援
し
て
く
れ
る
大
学
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。先
生
に
相
談
し
た
ら
、す
ご
く
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
て
。「
経
営
に
詳
し
い
知
り
合
い
を
紹
介

す
る
よ
」と
ま
で
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、す
ご
く

心
強
か
っ
た
で
す
。

河
本　

山
本
さ
ん
の
よ
う
に
、も
し
も
甲
南
生

の
な
か
で
、起
業
を
考
え
て
い
る
学
生
が
い
る
な

ら
、ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。そ
し

て
、学
生
の
と
き
に
は
勉
強
も
遊
び
も
、し
っ
か

り
と
し
て
お
く
。先
生
を
質
問
攻
め
に
し
て
、

「
授
業
料
の
も
と
を
取
る
」く
ら
い
の
勢
い
で

（
笑
）。そ
し
て
、お
互
い
に
影
響
し
あ
え
る
い
い

友
達
を
つ
く
る
こ
と
も
心
が
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。私
は
今
も
甲
南
大
学
時
代
の
友
人
の
多
く

と
交
流
が
あ
っ
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

仕
事
の
う
え
で
も
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

学
生
時
代
の
交
流
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ

ど
、絆
は
深
ま
り
ま
す
も
の
ね
。

河
本　

人
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
は
卒
業
し

て
社
会
に
出
て
か
ら
、初
め
て
実
感
す
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。甲
南
は
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
学
校
。こ
の
財
産
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
し
、後
輩
た
ち
に
も
大
切

に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

私
も
河
本
さ
ん
の
よ
う
に
、卒
業
し
て
か

ら
も
、仲
間
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

経
営
と
は
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
こ
と

①東京丸の内ロール

②プティシフォン
③丸の内ロール

クーヘン

チーズケーキをお買いあげ時にチーズケーキをお買いあげ時に
「甲南Today」を見たと「甲南Today」を見たと
おっしゃっていただければ、おっしゃっていただければ、
特製クッキーをさしあげます。クッキーをさしあげます。

プレゼント

2010年12月の2010年12月の
最終営業最終営業日まで

プレゼント

東京丸の内ロールWEBSHOPでの東京丸の内ロールWEBSHOPでの
商品ご注文時に「甲南Today」を商品ご注文時に「甲南Today」を
見たと備考欄に記載いただ見たと備考欄に記載いただけますと、ますと、
プティシフォンを1袋差しあげます。プティシフォンを1袋差しあげます。

2010年12月末日2010年12月末日
ご注文分までご注文分まで

プレゼントのお知らせ

今年初の試みで、写真部に
よる記念撮影を行いました。

柿木さんより、読者のみなさんへのプレゼント用に
著書をいただきました。直筆サイン入りです。同封
のアンケートはがきにてご応募ください。抽選で5名
様にプレゼントいたします。

in 岡本
キャンパス

5 2
主催／甲南学園　　協賛／甲南学園同窓会・甲南大学生活協同組合・岡本商店街振興組合

本年も「オール甲南の集い」が5月23日（日）に開催されました。
当日は、“小さな嵐”ともいえるあいにくの天候。
しかし、たくさんの方が風雨のなかお越しくださいました。ありがとうございました！

in 岡本
キャンパス
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REPORT

「くいだおれ波乱万丈記」 定価 1,300円（税抜） 家の光協会 ▲

お　か　み

今

オープニングセレモニー

憩いの広場

お祭り広場

コンサート
「オール甲南夢舞台」

カフェKONAN
Blue Note

ミニサッカー大会

記念写真撮影コーナー

オープニングプログラム

その他、柿木道子氏“四季の情景とまごころ
メッセージ展”、親子でつくろう工作教室（スワロ
フスキーアクセサリー／竹とんぼ・ベーゴマ）、模
擬店・物産展、甲南の歴史を振り返る写真展、
クラブ・ゼミOB会（事前申込をいただいた団
体）、豪華商品が当たるスタンプラリーなどを実
施しました。

「くいだおれ女将の
　　　　　しなやかなド根性」
～柿木道子氏トークショー～

MBSアナウンサー大吉洋平さん（OB・
2008年営卒）による各プログラム紹介
で幕を開けました。

プロの演歌歌手 瀬口侑希
さん（OG・1998年法卒）の
歌唱力に、聴衆の皆さんが
酔いしれました。また、大学
のJAZZ研究会・グリークラ
ブ・吹奏楽部、高中のブラ
スアンサンブル部といった
課外活動団体もすばらしい
演奏を披露しました。

いつものカフェ・パンセが、JAZZ
研究会の演奏でよりおしゃれに！

ほかでは絶対聞けない柿木さんの
甲南大生時代のエピソードに加え、
くいだおれに就職してから女将とし
て大活躍するお話までを、まったく退
屈させない名調子でお聴かせいた
だきました。くいだおれ名物の“たこ
焼き音頭”を柿木さんと観客の方々
が一緒に踊る一幕も。“一期一会”
をモットーとする柿木さんのお人柄
が伝わる楽しくあたたかいトーク
ショーとなりました。また、対談相手と
なった、大吉洋平さんのトーク力も
光りました！

今年のお祭り広場は、美術部
（現役・卒業生）による似顔
絵・アクセサリーづくり、児童
福祉研究会によるぬりえ・貯
金箱づくり、卒業生によるバ
ルーンアートで、悪天候をもの
ともしない人だかり！ 会場には
たくさんのファミリーの笑顔が
あふれていました。

こちらも毎年恒例！ 飛び入り参
加も多数あり、大いに盛り上がり
ました！

毎年恒例、茶華道料理研究部道心
会のお茶とお料理でホッとするひとと
きをご提供しました。
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時
間
が
で
き
れ
ば
旅
を
し
、

〝
ち
っ
ぽ
け
な
自
分
〞を
再
認
識
す
る
。

O
B
同
士
の
絆
の
強
さ
こ
そ

ほ
か
に
は
な
い
甲
南
の
魅
力
。

大吉 洋平氏
2008年甲南大学経営学部EBA総合コース卒業後、毎日放送に入社。
「ちちんぷいぷい」「VOICE」「魔法のレストラン」「モーニングミックス」
「ええなぁ」など、多数のテレビ・ラジオ番組に出演中。趣味はバイクと旅
行。旅行は非日常な空間に身を置き、リセットし、世界のなかでは自分が
ちっぽけな存在であることを知る良い機会である、という大吉さん。昨夏は
プライベートでインドネシアの秘境を訪れるなど行動派。

※
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
は
、現
在
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創

　

造
学
部
に
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
、

ご
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て

ご
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て

お
う
か
が
い
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

お
う
か
が
い
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、毎
日
放

今
回
は
、毎
日
放
送（
M
B
S

M
B
S
）の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な

さ
ま
ざ
ま
な
テ
レ
ビ

テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
番
組
で

ラ
ジ
オ
番
組
で

活
躍
す
る
大
吉
洋
平
さ
ん
に

活
躍
す
る
大
吉
洋
平
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

第一線で活躍する卒業者たち第一線で活躍する卒業者たち

テ
レ
ビ
に
映
る

テ
レ
ビ
に
映
る
1
の
部
分
を
つ
く
る
た
め
に
、

の
部
分
を
つ
く
る
た
め
に
、

映
ら
な
い

映
ら
な
い
9999
の
部
分
で
努
力
す
る
こ
と
が
、

の
部
分
で
努
力
す
る
こ
と
が
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
仕
事
な
ん
で
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
仕
事
な
ん
で
す
。

華
や
か
な
表
舞
台
の
裏
で
は
、

取
材
と
勉
強
の
毎
日
。

　

毎
日
放
送（
M
B
S
）に
入
社
し
て
3
年
目
の

現
在
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ

い
」「
V
O
I
C
E
」「
魔
法
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」な
ど

の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
や
バ
ン
ク
ー

バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
、現
地
レ
ポ
ー
タ
ー

も
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
は
、視
聴
者
の
方
々
に

は
華
や
か
な
世
界
に
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。た
し
か
に
、映
画
の
P
R
な
ど
で
渡
辺
謙
さ

ん
や
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
さ
ん
と
い
っ
た
ビ
ッ
グ
ネ
ー

ム
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、芸
能
人
の
方
と

一
緒
に
ロ
ケ
に
行
く
機
会
も
多
く
あ
る
な
ど
、

華
や
か
な
面
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
仕
事
を
1
0
0
と
す
れ
ば
、実
は
華
や
か

な
部
分
は
1
ぐ
ら
い
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、残
り
の
99
は
取

材
や
勉
強
を
繰
り
返
す
地
道
な
仕
事
で
も
あ

る
ん
で
す
。た
と
え
ば
、7
月
の
参
議
院
選
挙
で

中
継
を
担
当
し
た
と
き
も
、候
補
者
の
顔
写
真

を
貼
り
、プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
現
在
の
状
況
を
書
き

込
ん
だ
ノ
ー
ト
を
つ
く
る
な
ど
、必
死
で
勉
強
し

ま
し
た
。ま
た
、普
段
は
漢
字
の
単
語
カ
ー
ド
を

つ
く
り
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。漢
字
が
読
め
な
く

て
は
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
し
、自
分
が
恥
を
か
く

だ
け
で
な
く
、番
組
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
下
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。テ
レ
ビ
に
映
る

1
の
部
分
を
つ
く
る
た
め
に
、映
ら
な
い
99
の
部

分
で
努
力
す
る
こ
と
が
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う

仕
事
な
ん
で
す
。

　

ま
た
、私
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、常
に
視
聴
者
に
と
っ
て
親
切
な
報

道
を
心
が
け
る
こ
と
。毎
日
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

話
し
て
い
る
と
、感
覚
が
麻
痺
し
て
き
て
、カ
メ

ラ
の
先
に
何
百
万
人
、何
千
万
人
の
視
聴
者
が

い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。私
が
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
意
識

し
て
い
る
の
は
、お
茶
の
間
に
座
っ
て
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
話

し
か
け
る
こ
と
。高
齢
の
方
に
も
理
解
し
て
い
た

だ
き
や
す
い
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
で
、多
く
の
視

聴
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
情
報
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
め
ざ
し
た
き
っ
か
け

は
、フ
ジ
テ
レ
ビ
の
須
田
哲
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

憧
れ
た
こ
と
。中
学
生
の
頃
に
毎
朝
見
て
い
た

「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」の
な
か
で
、須
田
さ
ん
が
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
角
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
最
新

情
報
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。当
時
の
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、毎
朝
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
見

て
い
る
う
ち
に
、マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
様
子
が
目
に
浮

か
ぶ
ほ
ど
詳
し
く
な
り
、ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。そ
し
て
同
時
に
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
情
報
を
魅
力
的
に
伝
え
る
須
田
さ
ん

の
姿
に
惹
か
れ
、「
い
つ
か
自
分
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
な
っ
て
、海
外
か
ら
中
継
を
し
て
み
た
い
」と
い

う
思
い
を
抱
い
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
た
め
、初
め
て
海
外

中
継
を
担
当
し
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、私
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
仕
事
で
す
。オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
沸
く
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
様
子
を
現

地
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
中
継
5
秒
前
」

と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
、思
わ
ず
涙
が
出
そ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。「
海
外
中
継
の
仕
事
を
や
り

た
く
て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
。そ
れ
が
今
か

ら
で
き
る
ん
だ
！
」っ
て
。普
段
は
あ
ま
り
緊
張

し
な
い
の
で
す
が
、こ
の
と
き
ば
か
り
は
震
え
ま

し
た
。中
継
後
は
、夢
が
叶
っ
た
う
れ
し
さ
か
ら
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
め
ざ
し
た
頃
の
気
持
ち
な
ど

を
思
い
出
し
て
、胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
仕
事
で
の
目
標
は
、や
は
り
、海

外
中
継
の
仕
事
を
多
く
担
当
し
て
い
く
こ
と
で

す
ね
。海
外
か
ら
の
中
継
は
音
声
が
遅
れ
る
た

め
、国
内
か
ら
の
中
継
よ
り
も
難
し
く
な
り
ま

す
。よ
り
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
、現
地
の
情
報

を
生
き
生
き
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
ね
。2
年
後
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

担
当
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
バ
イ
ク
と
旅
行
で
す
。忙
し
い
合
間

を
縫
っ
て
、で
き
る
だ
け
旅
に
出
て
い
ま
す
。海

外
に
出
る
と
、「
あ
あ
、自
分
が
住
ん
で
い
る
関

西
っ
て
、世
界
の
ご
く
一
部
な
ん
だ
。自
分
は

ち
っ
ぽ
け
な
存
在
だ
な
」っ
て
思
い
ま
す
。テ
レ
ビ

に
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
特
別
な
人
間
の
よ

う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、い
つ
の
間
に
か

自
分
で
も
そ
う
勘
違
い
し
て
し
ま
い
そ
う
な
の

で
、旅
を
す
る
こ
と
で〝
自
分
の
小
さ
さ
〞を
再

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
甲
南
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、※
E
B
A

総
合
コ
ー
ス
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
で
す
ね
。ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
私
に
と
っ
て
、1
年
間
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留

学
で
き
、語
学
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営

に
つ
い
て
も
学
べ
る
E
B
A
は
、1
0
0
％
希
望

を
満
た
す
学
部
で
し
た
。

　

大
学
時
代
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
で

日
本
全
国
を
旅
し
た
ほ
か
、語
学
の
勉
強
に
力

を
入
れ
て
い
ま
し
た
ね
。E
B
A
で
は
、2
年
次

に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
へ
留
学
し
ま
す
が
、そ
の
た

め
に
は
T
O
E
F
L
で
一
定
以
上
の
ス
コ
ア
を
取

る
こ
と
が
必
要
。ま
た
、高
得
点
を
取
ら
な
く
て

は
現
地
の
大
学
で
履
修
で
き
る
科
目
の
範
囲
が

狭
く
な
る
た
め
、猛
勉
強
し
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ

へ
留
学
し
、語
学
力
を
磨
い
た
こ
と
は
、現
在
の

仕
事
で
も
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。入
社
3

年
目
の
私
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、上
海
万
博
と
い
っ
た
海
外
か
ら
の
中
継
を

担
当
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、甲
南
で
身
に
つ

け
た
語
学
力
を
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、E
B
A
は
1
学
年
30
数
名
と
い
う
少

人
数
の
コ
ー
ス
な
の
で
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
絆

が
強
く
、一
生
の
友
と
な
る
仲
間
が
多
く
で
き

ま
し
た
。一
緒
に
留
学
し
て
い
た
の
で
、悩
ん
で
い

る
仲
間
が
い
れ
ば
み
ん
な
で
励
ま
す
な
ど
、ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
に
は
全
員
で
支
え
合
い
乗
り

越
え
ま
し
た
。と
き
に
は
ケ
ン
カ
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、本
気
で
ぶ
つ
か
れ
る
仲
間
を
得

ら
れ
た
こ
と
が
、大
学
時
代
の
一
番
の
財
産
で

す
ね
。E
B
A
の
仲
間
と
は
今
で
も
親
し
く
、頻

繁
に
会
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
て
感
じ
る
の
は
、甲
南
ほ
ど
O
B

同
士
の
絆
が
強
い
学
校
は
珍
し
い
と
い
う
こ
と
。

仕
事
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
出
会
い
ま
す
が
、甲

南
出
身
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
一
気
に
距
離

が
近
く
な
り
ま
す
し
、甲
南
の
先
輩
方
は
後
輩

を
と
て
も
大
事
に
し
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、甲
南

O
B
の
な
か
に
は
、社
会
で
活
躍
す
る
著
名
な

方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。甲
南

大
学
の
偏
差
値
な
ど
の
評
価
以
上
だ
と
思
い
ま

す
。甲
南
卒
業
と
い
う
だ
け
で
、そ
う
し
た
方
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
。社
会
に
出
て
か
ら
も
、甲
南
出
身
で
得
を
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。私

自
身
も
、「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」や
講
演
会
で

司
会
を
務
め
る
な
ど
、今
も
大
学
と
か
か
わ
り

を
持
て
て
い
ま
す
し
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
の
学

生
さ
ん
で
私
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
人
が
い
る

な
ら
、時
間
を
見
つ
け
て
話
を
し
た
い
と
も
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
甲
南
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

初
め
て
の
海
外
中
継
。

夢
が
叶
っ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
。

株式会社毎日放送（MBS）
アナウンサー室 アナウンスセンター
［ 2008年甲南大学経営学部EBA総合コース卒業 ］
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摂津
本山
駅

540円

？

土
地
と
建
設
費
用
は
住
民
が
負
担
！

政
府
に
直
談
判
し
て

誕
生
し
た
摂
津
本
山
駅
。

甲
南
大
学
生
が
利
用
す
る
駅
の

甲
南
大
学
生
が
利
用
す
る
駅
の
1
つ
、東
海
道
本
線（

つ
、東
海
道
本
線（
J
R
J
R
神
戸
線
）

神
戸
線
）

「
摂
津
本
山
駅
」。
今
回
は
、こ
の
摂
津
本
山
駅
の
歴
史
を
甲
南
大
学

「
摂
津
本
山
駅
」。
今
回
は
、こ
の
摂
津
本
山
駅
の
歴
史
を
甲
南
大
学

鉄
道
研
究
部
が
調
査
し
ま
し
た
。

鉄
道
研
究
部
が
調
査
し
ま
し
た
。

　
「
摂
津
本
山
駅
」は
、今
で
こ
そ
甲
南
大
学
生
が
普
段

何
気
な
く
利
用
し
て
い
ま
す
が
、1
9
1
9
年
甲
南
大

学
の
前
身
、甲
南
中
学
校
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、ま
だ

摂
津
本
山
駅
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。1
8
7
4
年
5

月
に
は
東
海
道
本
線
が
開
通
し
ま
し
た
が
、摂
津
本
山

駅
が
設
置
さ
れ
る
の
は
、そ
の
60
年
も
後
の
こ
と
で
す
。

　

阪
神
間
の
鉄
道
の
歴
史
は
と
い
う
と
、1
9
0
5
年

に
阪
神
電
鉄
が
開
通
し
、「
青
木
駅
」が
開
業
。そ
の

後
、1
9
2
0

年
に
は
阪
神
急

行
電
鉄
（
現
：

阪
急
電
鉄
）が

開
通
し
、「
岡

本
駅
」が
開
業

　

第
2
回
と
第
3
回
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。甲
南
大
学
が
地
域
と

連
携
を
図
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、老
若

男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
ど

ん
ど
ん
行
い
、地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
も
い
い
経
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

（
文
学
部
2
年
次
・
郷
原 

佑
太
）

　

第
3
回
の
講
座
は
、子
ど
も
向
け
の

わ
か
り
や
す
い
も
の
で
、宇
宙
の
こ
と
に

つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
僕
で
し
た
が
、

一
緒
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

（
文
学
部
2
年
次
・
後
藤 

義
明
）

神
戸

京
都
間
は
私
鉄
線（
阪
急
・
阪
神

な
ど
）と
の
競
争
が
激
し
い
た
め
、「
特
定
運
賃

区
間
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
特
定
運

賃
区
間
を
含
む
区
間
を
利
用
す
る
場
合
、切

符
を「
分
割
」し
て
購
入
す
る
方
が
安
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
定
運
賃
区
間
以
外
の
区
間
で
は
通
常
の

運
賃
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、ま
た
が
っ
て
利
用

ま
う
た
め
、ま

た
め

す
る
に
は
特
定
運
賃
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
間

は
特
定
運
賃
に
指
定
さ
れ

定
運
賃
に
指
定
さ
円

の
端
の
駅
で
分
割
し
た
切
符
を

駅
で
分
割
し
た
切
符
を

で
分

円
、、事
前
に
購
入

事

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。切
符
は
、「
み
ど
り
の
窓

み

し
ょ
う
。切
符
は
、「
み

き
ま
し
ょ

駅

40

口
」ま
た
は「
み
ど
り
の
券
売
機
」で
購
入
で
き

で
購

「
み
ど
り
の
券
売
機
」で

山駅

54

ま
す（
み
ど
り
の
券
売
機
は
、乗
車
駅
と
降
車

駅

の
券
売
機
は
、乗
車
駅

津本
5乗

車

駅
を
選
択
で
き
るる
の
で
、大
阪
か
ら

摂津阪

明
石
へ
行

明
石
明
石

く
場
合
は「
大
阪
↓
神
戸
」「
神
戸
↓
明
石
」の
石

↓
神
戸
」「
神
戸
↓
明
石

摂

2
枚
の
切
符
を
購
入入入
し
ま
す
）。

し
ま
す
。そ
の
7
年
後
の
1
9
2
7
年
に
は
、阪
神
国

道
電
軌（
路
面
電
車
）が
運
行
開
始
し
、20
世
紀
前
半

に
3
つ
の
路
線
が
大
阪
と
神
戸
を
結
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
阪
神
間
を
つ
な
ぐ
鉄
道
が
次
々
と
開
通

す
る
な
か
、東
海
道
本
線
の
開
通
か
ら
60
年
経
っ
た

1
9
3
4
年
、つ
い
に
摂
津
本
山
駅
開
業
に
向
け
て
大

き
な
動
き
が
起
こ
り
ま
す
。本
山
村
の
住
民
が
鉄
道
省

（
当
時
）と
交
渉
し
、駅
の
設
置
を
請
願
。地
元
住
民
が

土
地
を
鉄
道
省
に
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、当
時
の

金
額
で
7
3,
0
0
0
円（
現
在
の
価
格
に
し
て
約
10

億
円
相
当
）と
い
う
建
設
費
用
を
住
民
か
ら
集
め
、よ

う
や
く
駅
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。そ
し
て
、

1
9
3
5
年
12
月
、地
元
住
民
た
ち
の
念
願
だ
っ
た
摂

津
本
山
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。地
元
住
民
は
駅
の
名

称
を「
本
山
駅
」と
希
望
し
ま
し
た
が
、駅
名
は
旧
国

名「
摂
津
国
」と
地
域
名「
本
山
村
」を
合
わ
せ
、「
摂

津
本
山
駅
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
摂
津
本
山
駅
は
、阪
神
間

で
最
古
の
駅
舎
で
、今
も
な
お
現
役

で
す
。ま
た
、神
戸
市
内
駅
の
乗
車
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
、普
通
電
車
の
み
の
停

車
駅
に
も
か
か
わ
ら
ず
、7
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
す
る
ほ
ど
の
利
用
者
数
を

誇
っ
て
い
ま
す（
2
0
0
8
年
度
デ
ー

タ
よ
り
）。そ
ん
な
摂
津
本
山
駅
を
、

今
日
私
た
ち
が
利
用
で
き
る
の
は
、

当
時
の
地
元
住
民
の
方
々
に
よ
る
熱

意
あ
る
行
動
の
お
か
げ
な
の
で
す
。 

鉄
道
豆
知
識

知
っ
て
お
く
と
、
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
！

J
R
の
切
符
は
分
割
で

買
う
と
安
く
な
る
場
合
が
あ
る
？

線
路
に
敷
か
れ
て
い
る

砂
利
は
「
バ
ラ
ス
ト
」
。

　

線
路
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
砂
利
は「
バ

ラ
ス
ト
」と
呼
ば
れ
、英
語
の「ballast

（
安

定
さ
せ
る
）」に
由
来
し
ま
す
。こ
れ
は
、枕
木

を
固
定
し
、線
路
か
ら
伝
わ
る
衝
撃
を
均
等

に
分
散
さ
せ
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

高
速
で
走
行
す
る
列
車
が
バ
ラ
ス
ト
を
飛
散

さ
せ
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、新
幹
線
の
一

部
の
駅
な
ど
で
は
、飛
散
防
止
シ
ー
ト
を
取

り
付
け
た
り
、バ
ラ
ス
ト
を
接
着
剤
で
固
め
る

な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
の
主

流
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
枕
木
を
固
定
し
て
線

路
を
支
え
る

「
ス
ラ
ブ
軌

道
」。そ
の
う

ち
、石
の
敷
か

れ
た
線
路
が

見
ら
れ
な
く

な
る
日
が
来

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
？！

甲南大学鉄道研究部は1960年に
発足し、昨年、創部50周年を迎えた
ことで記念列車を運行させました。鉄
道研究部の活動は年間テーマに
沿った研究に取り組み、摂津祭で研
究成果を発表しています。その際、鉄
道模型の展示・運転も行っています。
今年の活動テーマは『名古屋の交通
事情』で大阪との対比を計画中です。

鉄道研究部紹介

鉄道研究部のホームページが
リニューアル！

大阪から明石に行く場合
特定区間を利用して

●普通に購入

890円

390円
290円
680円

大阪～明石
（51～60km）

●分割購入
大阪～神戸
（31～35km）　

神戸～明石
（16～20km）
210円も
お得に！

＋

＝

たと
えば※

分
割
購
入
は
、特
定
運
賃
区
間
と
通
常
運
賃
区
間
の

賃賃
区
間
と

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、1
枚
で
購
入
す
る
よ
り
も
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

理工学部梶野教授による子ども向け講座
「親子サイエンス教室・宇宙のふしぎについて」で、
教授の話に興味津々の子どもたち。

チアリーディング部のパフォーマンスとJAZZ
研究会の演奏で、会場は大きくにぎわいました。

　

本
年

　

本
年
5
月
1
日
に
、甲
南
大
学
は
、御
影
ク
ラ
ッ
セ（
阪
神
御
影
駅
前
／
住

日
に
、甲
南
大
学
は
、御
影
ク
ラ
ッ
セ（
阪
神
御
影
駅
前
／
住

商
ア
ー
バ
ン
開
発
株
式
会
社
）と
地
域
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

商
ア
ー
バ
ン
開
発
株
式
会
社
）と
地
域
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
れ
は
、

お
互
い
の
人
材
、施
設
、知
識
、情
報
な
ど
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、地
域
社
会

お
互
い
の
人
材
、施
設
、知
識
、情
報
な
ど
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、地
域
社
会

の
発
展
や
教
育
・

の
発
展
や
教
育
・
文
化
の
振
興
を
め
ざ
す
も
の
で
、そ
の
第
一
歩
と
し
て
甲

文
化
の
振
興
を
め
ざ
す
も
の
で
、そ
の
第
一
歩
と
し
て
甲

南
大
学
の
学
生
が
イ

南
大
学
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト

ベ
ン
ト

を
企
画
。
甲
南
大
学
と
御
影

を
企
画
。
甲
南
大
学
と
御
影

ク
ラ
ッ
セ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

ク
ラ
ッ
セ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の

シ
ョ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の

模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　約70の専門店、飲食店などが出店するショッピングモールです。食料品やファッション、おしゃれな雑貨などの日用品が手に入るのはもちろん、大型書店、本格スイーツに加え、美容室や、マッサージ店、キッズスペースなどの施設も整っており、充実した時間を過ごせます。

理工学部・田中修教授
による講演会
「秋を魅せる植物たち」
10/30（土）
御影クラッセ
午後に２回開催

　甲南大学が御
影クラッセと提携

し、街と御影クラ
ッ

セに来られるお
客様・スタッフの

方々、甲南大学
の学

生と教職員がコ
ラボレーションし

て開催するセミナ
ーや

イベントのことで
す。学生のクラブ

団体によるイベ
ント、

甲南大学教員お
よび学生による

セミナーや講座
を行

い、東灘区から
新しい「産・学・

地域連携」を発
信しま

左記の頭文字
をあわせたも

ので、甲南大学
と御影クラッ

セ、地域が協働
一体となって

企画・実施しよ
うという意味

が込められてい
ます。

吹奏楽部が奏でる息のあった演奏に、
住民の方々も聞き入っていらっしゃいました。

ACTって？

御影クラッセとは？

甲
南
大
学
と
御
影
ク
ラ
ッ
セ
が
連
携
。

甲
南
大
学
と
御
影
ク
ラ
ッ
セ
が
連
携
。

地
域
密
着
型
の「

地
域
密
着
型
の「
A
C
T
イ
ベ
ン
ト
」を
始
動
！

イ
ベ
ン
ト
」を
始
動
！

甲
南
大
学
鉄
道
研
究
部
が
、

甲
南
大
学
鉄
道
研
究
部
が
、

摂
津
本
山
駅
の
誕
生
秘
話
を
調
査
。

摂
津
本
山
駅
の
誕
生
秘
話
を
調
査
。

？

第
も
ら

取材メンバー
からの

体験コメント

PART 1PART 2

今後のスケジュール

第1回

第3回

第2回

5月開催

7月開催

6月開催

摂津本山

すみよし
こうなんや

まてせっつもと
やま　Se

ttsu-Mo
toyama

ACT7

藤藤

●鉄道研究部HPのURL
http://konan-railway.hp.
infoseek.co.jp

撮影・写真提供：松本崇氏（鉄道研究部OB・1972年 営卒）

1
9
7
1
年
当
時
の
摂
津
本
山

駅
。定
期
列
車
と
し
て
終
盤
を
迎

え
た
蒸
気
機
関
車〝
S
L
の
旅
〞が

臨
時
列
車
と
し
て
走
っ
て
い
ま
し
た

わつ一た

て」で、 吹奏楽部が
住民の方々

理工学部梶理 学部梶
「親子サイエ
教授の話に

今後のスケジュール

チアリーディチアリ デ
研究会の演

5月開催

22 21



KONAN FORUM

甲南大学
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

新
聞
を
読
み
解
き
、情
報
活
用
力
を
養
う

文
学
部
で
朝
日
新
聞
社
と
の

連
携
講
座
が
開
講
し
ま
す
！

講
義
タ
イ
ト
ル 

「
阪
神
文
化
論
」

毎
週
火
曜（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

14
時
40
分
〜
16
時
10
分　

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
1
階

1
0
1
2
講
義
室

の
井
野
瀬
久
美
惠
が
務
め
ま
す
。

の
井
野
瀬
久
美
惠
が
務
め
ま
す
。

　

当
講
義
は
学
生
を
対
象
と
し
た
も

　

当
講
義
は
学
生
を
対
象
と
し
た
も

の
で
す
が
、一
般
の
方
の
聴
講
も
歓

の
で
す
が
、一
般
の
方
の
聴
講
も
歓
迎

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す（
聴
講
無
料

聴
講
無
料
）。受
講
す

。受
講
す

る
学
生
に
は
、以
下
の
よ
う
に
準
備

る
学
生
に
は
、以
下
の
よ
う
に
準
備

学
習
と
到
達
目
標
を
示
し
て
お
り
ま

学
習
と
到
達
目
標
を
示
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ

す
の
で
、ご
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

各
講
義
内
容
と
関
連
す
る
朝
日
新
聞

の
記
事
を
必
ず
読
み
、そ
こ
に
描
か
れ

た｢自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。そ
れ
以
外
に
も
、気
に
な
る
記

事
に
つ
い
て
は
、な
ぜ
気
に
な
っ
た
の

か
の
理
由
を
含
め
て
メ
モ
を
つ
け
て

整
理
す
る
な
ど
、各
自

整
理
す
る
な
ど
、各
自「
My

プ
・
ブ
ッ
ク
」を

プ
・
ブ
ッ
ク
」を
つ
く
つ
く
っ
て
お

っ
て
お

た
だ
た
だ
く
と
、自
ら
の
視
点
の
変
化
が
よ

り
把
握
で
き
る
で
し
ょ
う
。

り
把
握
で
き
る
で
し
ょ
う
。

10
月
26
日

11
月
2
日

11
月
9
日

11
月
16
日

11
月
30
日

12
月
7
日

12
月
14
日

12
月
21
日

1
月
11
日

「
先
進
国
で
最
低
ラ
ン
ク
、日
本
の
医
師
数
」

「
先
進
国
で
最
低
ラ
ン
ク
、日
本
の
医
師
数
」

（
医
療
の
問
題
点
）

（
医
療
の
問
題
点
）

「
犯
人
は
だ
れ
だ
、地
方
自
治
体
の
赤
字

「
犯
人
は
だ
れ
だ
、地
方
自
治
体
の
赤
字

―
―
自
治
体
の
意
思
決
定
」

―
―
自
治
体
の
意
思
決
定
」

「
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
何
が
起
き
た
か

「
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
何
が
起
き
た
か

―
―
イ
ラ
ク
戦
争
下
の
市
民
生
活
」

―
―
イ
ラ
ク
戦
争
下
の
市
民
生
活
」

「
日
本
経
済
は
も
う
だ
め
か
」

「
日
本
経
済
は
も
う
だ
め
か
」

（
巨
額
負
債
、金
融
危
機
、景
気
の
見
通
し
、

（
巨
額
負
債
、金
融
危
機
、景
気
の
見
通
し
、

産
業
空
洞
化
な
ど
）

産
業
空
洞
化
な
ど
）

「
検
察

「
検
察
vsvs 

裁
判
裁
判
員
」
員
」

（
取
り
調
べ
可
視
化
、裁
判
員
制
度
な
ど
）

（
取
り
調
べ
可
視
化
、裁
判
員
制
度
な
ど
）

「
写
真
が
語
る
真
実

「
写
真
が
語
る
真
実

―
―
現
場
で
こ
そ
わ
か
る
真
実
、

―
―
現
場
で
こ
そ
わ
か
る
真
実
、

取
材
対
象
と
の
関
わ
り
方
」

取
材
対
象
と
の
関
わ
り
方
」

「
本
当
に
こ
れ
が
ト
ッ
プ
記
事

「
本
当
に
こ
れ
が
ト
ッ
プ
記
事

―
―
紙
面
編
集
の
仕
方
」

―
―
紙
面
編
集
の
仕
方
」

「
な
に
こ
れ
珍
表
現

「
な
に
こ
れ
珍
表
現

―
―
校
閲
事
例
と
校
閲
の
意
味
」

―
―
校
閲
事
例
と
校
閲
の
意
味
」

ま
と
め

ま
と
め

「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
ど
こ
に
あ
る
？

「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
ど
こ
に
あ
る
？

―
―
事
実
を
見
る
眼
と
は
何
か
」

―
―
事
実
を
見
る
眼
と
は
何
か
」

1版 2010年（平成22年）10月

真実はどこにある？

毎週火曜日 14時4
0分～16時10分

どなたでも無料でご
参加いただけます！

12
月
21

1
月
11

新
聞

か
れ

く
だ

る
記

た
の

け
て

が
よ

新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を

よ
り
親
し
む
と
と
も
に
、

「
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は
何
か
、

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

に
つ
い
て
、学
生
と
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
？

【
準
備
学
習
】

【
準
備
学
習
】

【
到
達
目
標

到
達
目
標
】

　

わ
れ
わ
れ
が
、自
ら
現
場
に
移
動

　

わ
れ
わ
れ
が
、自
ら
現
場
に
移
動

す
る
こ
と
な
く
、日
本
や
世
界
各
地

す
る
こ
と
な
く
、日
本
や
世
界
各
地

の
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

の
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、新
聞
や
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

は
、新
聞
や
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
お
か
げ
で

ト
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
お
か
げ
で

す
。そ
の
意
味
で
、メ
デ
ィ
ア
は
わ
れ

す
。そ
の
意
味
で
、メ
デ
ィ
ア
は
わ
れ

わ
れ
の「
現
実
・
リ
ア
リ
テ
ィ
」を
つ

わ
れ
の「
現
実
・
リ
ア
リ
テ
ィ
」を
つ

く
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

く
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、文
学
部
で
は
、朝
日
新

　

こ
の
た
び
、文
学
部
で
は
、朝
日
新

聞
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、メ
デ
ィ

聞
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、メ
デ
ィ

ア
の
最
前
線
に
立
つ
新
聞
記
者
や
報

ア
の
最
前
線
に
立
つ
新
聞
記
者
や
報

道
カ
メ
ラ
マ
ン
、さ
ら
に
は
彼
ら
か

道
カ
メ
ラ
マ
ン
、さ
ら
に
は
彼
ら
か

ら
配
信
さ
れ
た
内
容
を
記
事
と
し
て

ら
配
信
さ
れ
た
内
容
を
記
事
と
し
て

紙
面
に
構
成
・
編
集
・
校
閲
す
る
方
々

紙
面
に
構
成
・
編
集
・
校
閲
す
る
方
々

を
毎
回
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
、

を
毎
回
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
、

多
様
な
分
野
の
多
彩
な
お
話
を
し
て

多
様
な
分
野
の
多
彩
な
お
話
を
し
て

い
た
だ
く
講
座
を
開
講
い
た
し
ま

い
た
だ
く
講
座
を
開
講
い
た
し
ま

す
。ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、朝
日
新
聞
大

す
。ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、朝
日
新
聞
大

阪
本
社
・
代
表
室
長
補
佐
の
草
川
誠

阪
本
社
・
代
表
室
長
補
佐
の
草
川
誠

氏
と
、本
学
文
学
部
教
授
・
学
長
補
佐

氏
と
、本
学
文
学
部
教
授
・
学
長
補
佐

①
新
聞
記
事
を
批
判
的
に
読
み
解
く

①
新
聞
記
事
を
批
判
的
に
読
み
解
く

力
、メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー（
情
報
活

力
、メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー（
情
報
活

用
力
）を
養
い
、

用
力
）を
養
い
、｢

本
当
の
こ
と
」は
ど

本
当
の
こ
と
」は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、

こ
に
あ
る
の
か
、｢

リ
ア
リ
テ
ィ
」の

リ
ア
リ
テ
ィ
」の

所
在
を
自
分
な
り
に
意
識
し
て
、物

所
在
を
自
分
な
り
に
意
識
し
て
、物

事
を
理
解
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

事
を
理
解
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

②
一
つ
の
出
来
事
に
は
せ
め
ぎ
あ
う

②
一
つ
の
出
来
事
に
は
せ
め
ぎ
あ
う

複
数
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
知

複
数
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、「
出
来
事
」を
的
確
に

り
、「
出
来
事
」を
的
確
に
と
ら
と
ら
え
ら
え
ら

れ
る
視
点
と
手
法
を
身
に
つ
け
る
。

れ
る
視
点
と
手
法
を
身
に
つ
け
る
。

※

担
当
者
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
を
一
部
変
更
す
る
可
能
性
が

　

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
文
学
部
事
務
室
）※

平
日
9
時
〜
17
時
の
み

０
７
８
ー
４
３
５
ー
２
７
５
５

お
問
い
合
わ
せ
先

法
学
部・経
営
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ

開
設
50
周
年
を
記
念
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
！

経
済
学
部・経
営
学
部
学
生
が

ゼ
ミ
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ン
ス
タ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

濱
田
和
生
氏
を
は
じ
め
、法
学
部
卒
業
生
５
名
に

学
生
時
代
の
思
い
出
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い

た
後
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

7
月
11
日（
日
）、今
春
竣
工
し
た
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
総
合
体
育
施

設
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
場
兼
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
お
披
露

目
、そ
し
て
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ
ま
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、小
・
中
学
生
を
ご
招
待
し
サ
ッ
カ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。当
日
は
、途
中
ま
で
雨
が
降
っ
た

り
や
ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、約
1
0
0
名
の
参
加

者
が
8
名
の
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
現
役
選
手
に
指
導
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。参
加
し
た
方
の
心
に
は
、一
流
選
手
た
ち
と
一
緒
に
甲
南
大
学

の
真
新
し
い
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
思
い
出
が
強

く
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、甲
南
大
学
が

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
実

現
し
た
も
の
で
す
が
、開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、サ
ッ
カ
ー
部
O
B

会
、父
母
の
会
、ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
み
な
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
現
役
学
生
の
み
な
さ
ん
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

【
日
時
】2
0
1
0
年
11
月
19
日（
金
）13
時
〜

【
会
場
】岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
甲
友
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】0
7
8
ー
4
3
5
ー
2
4
1
5

（
法
学
部
事
務
室
）※
平
日
9
時
〜
17
時
の
み

【
H
P
】http://w

w
w
.konan-u.ac.jp/faculty/law

/index.htm
l

　

大
阪
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
相
談
役
の
川
越 

一 

氏（
経
営
学
部
卒
）に
よ
る
基
調
講
演
、現
役
学

生
に
よ
る
発
表
や
卒
業
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
え
、交
流
会
も
行
い
ま
す
。ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

【
日
時
】2
0
1
0
年
11
月
20
日（
土
）13
時
〜

（
交
流
会
は
17
時
30
分
〜
）

【
会
場
】岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
甲
友
会
館（
交
流
会
は
生
協
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】0
7
8
ー
4
3
5
ー
2
4
4
1

（
経
営
学
部
事
務
室
）※
平
日
9
時
〜
17
時
の
み

【
日
時
】2
0
1
0
年
12
月
4
日（
土
）9
時
開
場
予
定

【
会
場
】岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
8
号
館（
予
定
）

【
H
P
】http://w

w
w
.eco.konan-u.ac.jp/hom

e/
gakkai/index.htm

l

　

学
生
た
ち
が
ゼ
ミ
に
お
い
て
一
生
懸
命
研
究
し

た
成
果
を
熱
く
発
表
い
た
し
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

（
入
場
無
料
／
途
中
入
退
室
自
由
）

各種シンポジウム・イベント等のご案内ぜひご参加ください！

●
法
学
部

●
経
営
学
部

●
経
済
学
部「
第
40
回
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
」 

サッカー
クリニック

参加選手（順不同）：宮本恒靖選手・榎本達也選手・茂木弘人選手・松岡亮輔選手
　　　　　　　　 エジミウソン選手・ボッティ選手・吉田孝行選手・朴康造選手

2010
7.11
sun
レポート

【
日
時
】2
0
1
0
年
11
月
27
日（
土
）時
間
未
定

【
会
場
】8
1
3
講
義
室（
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
8
号
館
1
階
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】経
営
学
部
学
生
協
議
会

gakkyo_keiei@
yahoo.co.jp 

（
荻
野
嘉
也
）

●
経
営
学
部「
ゼ
ミ
甲
子
園
」

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

宮
本
恒
靖
選
手

甲
南
大
学
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
総
合
体
育
施
設

南
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
サ
ッ
カ
ー
場
兼
フ
ッ
ト
サ
ル
場

竣
工
記
念
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
き

主
催
：
甲
南
大
学
、甲
南
大
学
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
、同
O
B
会

共
催
：
甲
南
大
学
父
母
の
会

ヴィッセル神戸の

選手たちが、
直接指導！

たくさんの選手が参加してくださいました。

詳細については、

をご覧ください！

今日はすばらしいグラウンドで非常に楽しく子ども
さんたちとサッカーができました。甲南大サッカー
部の学生もサポートしてくれたおかげで、やり
やすかったですね。ぜひ、今日参加してくれ
た子どもさんたちのなかから将来ヴィッセ
ル神戸に入って活躍してくれる選手が
出てくることを期待しています！

クリニック終了後、
宮本選手より

感想をいただきました！

http://konan-biz.jp/HP

2324



K O N A N  F O R U M

高
校
野
球
部
O
B
が
ゴ
ル
フ
で
活
躍
！？

ゴ
ル
フ
甲
子
園
2
連
覇
！

甲
南
大
学
同
窓
会
の
ご
支
援
に
よ
り
、

就
職
活
動
関
連
書
籍
が
大
幅
割
引
に
！

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
と

J
A
Z
Z
研
究
会
が
映
画
に
登
場
！

　

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画

「
ふ
た
た
び 

S
W
I
N
G 

M
E 

A
G
A
I
N
」

が
、2
0
1
0
年
11
月
13
日（
土
）よ
り
全
国

で
公
開
さ
れ
ま
す
。主
演
は
鈴
木
亮
平
さ
ん
、

脇
を
固
め
る
の
は
、財
津
一
郎
さ
ん
、藤
村
俊

二
さ
ん
、古
手
川
祐
子
さ
ん
、陣
内
孝
則
さ
ん

ら
名
優
た
ち
。文
化
会
J
A
Z
Z
研
究
会
の

学
生
が
演
奏
す
る
場
面
も
登
場
し
ま
す
。ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

【
H
P
】http://futatabi.gaga.ne.jp/

　

12
月
18
日（
土
）ま
で
の
間
、甲
南
大
生

は
、甲
南
大
学
生
協
書
籍
部
に
お
い
て
就
職

活
動
に
関
連
す
る
書
籍
を
価
格
の
20
％

O
F
F
で
購
入
で
き
ま
す
。就
職
本
の
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、就
職
活
動

中
の
学
生
さ
ん
は
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。当
割
引
は
、甲
南
大
学
同
窓
会
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
実
現
し
ま
し
た
。同
窓
会
の
み
な

さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
H
P
】http://w

w
w
.knu.jp/dousoukai/index.htm

l

　

8
月
28
日（
土
）、西
宮
の
よ
み
う
り
C
C
で

行
わ
れ
た「
2
0
1
0
ゴ
ル
フ
甲
子
園 

第
6
回

高
校
野
球
部
O
B
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
」（
14
校

1
0
9
人
参
加
）決
勝
で
、団
体
戦
に
お
い
て

甲
南
高
校
O
B
チ
ー
ム
が
昨
年
に
引
き
続
き
優

勝
し
ま
し
た
！「
ゴ
ル
フ
甲
子
園
」は
、全
国
の

元
高
校
球
児
お
よ
び
野
球
部
活
動
に
か
か
わ
っ

て
い
た
人
に
よ
る
ゴ
ル
フ
大
会
で
、6
年
前
か
ら

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。甲
南
チ
ー
ム
に

次号は2010年12月下旬発行予定

発行日／2010年10月20日
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【
弓
道
部
】

第
59
回
住
吉
大
社
全
国
弓
道
大
会（
5
月
）

伊
藤
め
ぐ
み（
文
3
）、森
本
祐
加（
文
3
）、明
石
育
恵

（
法
2
）：
女
子
団
体
優
勝

 

個
人
部
門

岡
田
佑
太（
経
済
4
）：
優
勝

伊
藤
め
ぐ
み（
文
3
）：
第
4
位
、森
本
祐
加（
文
３
）：

第
5
位
、明
石
育
恵（
法
2
）：
第
6
位

【
陸
上
競
技
部
】

天
皇
賜
杯
第
79
回
日
本
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会（
9
月
）

竹
内
亜
喜（
経
営
3
）：
4
0
0
ｍ
H
第
6
位（
記
録
：

59
秒
36
／
自
己
ベ
ス
ト
／
甲
南
歴
代
2
位
）

加
藤
亜
友
美（
文
2
）、竹
内
亜
喜（
経
営
3
）、大
岡
沙

織（
文
4
）、石
本
麻
衣（
文
3
）：
4
×
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー

第
6
位（
記
録
：
3
分
43
秒
31
／
甲
南
歴
代
1
位
）

2
0
1
0
日
本
学
生
陸
上
競
技

個
人
選
手
権
大
会（
6
月
）

竹
内
亜
喜（
経
営
3
）：
4
0
0
m
H
第
4
位

第
87
回
関
西
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会（
5
月
）

加
藤
亜
友
美（
文
2
）、橋
本
美
奈（
文
4
）、大
岡
沙

織（
文
4
）、三
宅
奈
緒
香（
文
2
）：
4
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
優
勝（
2
連
覇
）　

石
本
麻
衣（
文
3
）、加
藤
亜
友
美（
文
2
）、竹
内　

亜
喜（
経
営
3
）、大
岡
沙
織（
文
4
）：
4
×
4
0
0
ｍ

リ
レ
ー
優
勝（
記
録
：
3
分
44
秒
03
／
大
会
新
記
録
）

三
宅
奈
緒
香（
文
2
）：
女
子
1
0
0
ｍ
優
勝（
記
録
：

12
秒
20
）

第
63
回
秩
父
宮
賜
杯
西
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
7
月
）

加
藤
亜
友
美（
文
2
）、橋
本
美
奈（
文
4
）、大
岡
沙

織（
文
4
）、三
宅
奈
緒
香（
文
2
）：
4
×
1
0
0
m
リ

レ
ー
優
勝

大
岡
沙
織
（
文
4
）：
2
0
0
ｍ
第
7
位

酒
井
絵
莉
（
文
1
）：
8
0
0
ｍ
第
6
位

竹
内
亜
喜 （
経
営
3
）：
4
0
0
m
H
第
4
位
、北
本

加
奈（
経
営
2
）：
同
第
8
位

加
藤
亜
友
美（
文
2
）、戸
田
絵
里
菜（
文
2
）、

竹
内
亜
喜（
経
営
3
）、大
岡
沙
織 （
文
4
）：
4
×
4
0
0
m

リ
レ
ー
第
2
位

【
ゴ
ル
フ
部
】

平
成
22
年
度
関
西
学
生
男
子

春
季
新
人
戦（
6
月
）

小
林
永
治（
経
営
1
）：
第
2
位（
74
ス
ト
ロ
ー
ク
）

【
硬
式
庭
球
部
】

リ
ー
グ
戦（
9
〜
10
月
）

女
子
が
一
部
昇
格　

※
35
年
ぶ
り
の
快
挙

【
剣
道
部
】

第
40
回
関
西
学
生

女
子
剣
道
選
手
権
大
会（
5
月
）

髙
島
千
沙（
文
4
）：
第
3
位

兵
庫
県
民
体
育
大
会（
8
月
）

奥
村
那
津
実（
文
3
）、後
藤
未
沙（
法
1
）、本
岡
亜

衣（
経
営
2
）、管
聡
美（
法
4
）、髙
島
千
沙（
文
4
）、

寺
岡
沙
都（
法
3
）、猪
川
恵
里
香（
文
1
）：
女
子（
団

体
5
人
戦
）優
勝　

※
10
年
ぶ
り
の
快
挙

第
44
回
全
日
本
女
子
学
生

剣
道
選
手
権
大
会（
7
月
）

髙
島
千
沙（
文
4
）：
全
国
ベ
ス
ト
8　

※
16
年
ぶ
り
の
快
挙

【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
】

第
21
回
西
日
本
学
生

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会（
6
月
）

有
馬
久
美
子（
理
工
4
）：
10
m
B
P
S
40
W
優
勝
、 

山
口
優
子（
法
4
）：
同
第
5
位
、田
中
温
子（
文
4
）：

同
第
8
位

村
部
功（
経
済
4
）：
10
m
B
P
S
40
M
第
3
位
、椎

屋
利
夫（
法
2
）：
同
第
4
位

第
6
回
日
本
学
生
選
抜

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会（
7
月
）

村
部
功（
経
済
4
）：
10
m
A
P
S
60
第
2
位

第
7
回
秋
季
全
関
西
学
生

デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ス
ト
ル
射
撃

選
手
権
大
会（
9
月
）

有
馬
久
美
子（
理
工
4
）：
優
勝（
記
録
：
3
7
4
．9
点
）

女
子
団
体
：
第
1
位（
記
録
：
7
8
0
点
）

【
少
林
寺
拳
法
部
】

第
48
回
少
林
寺
拳
法
関
西
学
生
大
会（
6
月
）

小
家
佑
介（
経
営
4
）：
運
用
法
の
部
最
優
秀
賞（
優
勝
）

石
本
景
星（
理
工
4
）：
男
子
単
独
演
武
有
段
の
部

優
秀
賞（
第
2
位
）

【
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
部
】

ア
ッ
プ
ウ
ィ
ン
ド
関
西
選
手
権（
8
月
）

西
原
誠（
理
工
4
）：
第
2
位

【
釣
ク
ラ
ブ
】

全
日
本
学
生
釣
選
手
権
大
会（
9
月
）

吉
川
将
史（
経
済
2
）：
投
げ
釣
の
部
準
優
勝

【
自
動
車
部
】

全
日
本
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
大
会（
8
月
）

竹
本
幸
広（
経
営
4
）：
個
人
優
勝

全
関
西
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
大
会（
5
月
）

団
体
優
勝

竹
本
幸
広（
経
営
4
）：
個
人
優
勝（
記
録
：１
分
29
秒
08
）、

中
澤
康
介（
知
能
3
）：
第
3
位（
記
録
：
1
分
33
秒
43
）

平
成
22
年
度
第
２
回
全
関
西
学
生

ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手
権
大
会（
9
月
）

男
子
団
体
：
優
勝　

※
春
秋
連
覇

竹
本
幸
広（
経
営
4
）：
個
人
優
勝　

※
春
秋
連
覇

第
46
回
摂
津
祭（
大
学
祭
）を

開
催
い
た
し
ま
す
！

【
テ
ー
マ
】S
e
t
s 

a
b
l
a
z
e

〜
盛
え
て
萌
え
て
燃
え
ま
く
れ
！
〜

【
日
程
】2
0
1
0
年
11
月
3
日（
水
・
祝
）〜
7
日（
日
）

【
模
擬
店
営
業
時
間
】

11
月
3
日（
水
・
祝
）〜
6
日（
土
）：
10
時
〜
16
時

11
月
7
日（
日
）：
10
時
〜
15
時

【
H
P
】http://settusai2010.com

/

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
く

摂
津
祭
、今
年
も
学
生
た
ち
が
一
生
懸
命
取

り
組
み
ま
す
。ぜ
ひ
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
教
職
員
の
集
い
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

甲
南
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
、小
・
中
・
高

の
教
員
に
な
ら
れ
た
方（
退
職
さ
れ
た
方
も

含
み
ま
す
）に
お
集
ま
り
い
た
だ
く「
卒
業

生
教
職
員
の
集
い
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、教
職
教
育
セ
ン
タ
ー

（kyooshoku@
center.konan-u.ac.jp

）

ま
で
。

【
日
時
】2
0
1
0
年
11
月
6
日（
土
）

懇
親
会 

：
13
時
〜
15
時
、総
会 

：
15
時
〜
16
時

【
会
場
】懇
親
会
：
第
5
会
議
室
、総
会
：
第
6
会
議
室

（
と
も
に
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
9
号
館
4
階
）

は
樋
口
英
雄
前
校
長
も
毎
年
参
加
し
、優
勝
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。な
お
、個
人
戦
に
お
い
て
も
、

甲
南
O
B
上
田
勝
嗣
さ
ん（
1
9
7
5
年
高
、

1
9
7
9
年
大
・
営
卒
）が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

「
野
球
と
比
べ
、止
ま
っ
て
い
る
球
を
打
つ
簡
単

な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、母
校
の

た
め
に
優
勝
を
狙
い
必
死
に
な
り
ま
し
た
。甲

子
園
を
め
ざ
し
た
野
球
小
僧
に
か
え
れ
ま
し
た

よ
。優
勝
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
で
す
」（
上
田

さ
ん
）。甲
南
チ
ー
ム
の
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー：
寺

ホームズ聖地巡礼の旅
平賀三郎（本名・田上綱彦）
［1961年経済学部卒］著
軽井沢ニュース舎
¥1,600（税抜）

大家さん税理士が教える
不動産投資で効率的に
お金を残す方法
叶温
［1997年経営学部卒］著
ぱる出版
¥1,500（税抜）

実践　司法通訳
シナリオで学ぶ法廷通訳
裁判員裁判編
渡辺修（渡辺顗修）
［法科大学院教授］著
現代人文社
¥2,500（税抜）

巡礼の旅
田上綱彦）
部卒］著

先生とはなにか 
京都大学師弟物語
高橋哲雄
［名誉教授］著 
ミネルヴァ書房
￥2,200（税抜）

訳
法廷通訳

）
］著

フィールドワーク探求術
気づきのプロセス、
伝えるチカラ
西川麦子
［文学部社会学科教授］著
ミネルヴァ書房
¥2,200（税抜）

鳩貝耕一
［情報教育研究センター教授］著
佐藤彰男
［1981年人文科学研究科修了］著
御茶の水書房
¥2,800（税抜）

ヴィレッジフォン
グラミン銀行による
マイクロファイナンス事業と
途上国開発

新刊レビュー

甲南大学の教員と
卒業生が執筆した

内
信
博
さ
ん（
1
9
7
8
年
高
、1
9
8
2
年

大
・
営
卒
）、森
田
剛
史
さ
ん（
1
9
7
8
年
高
、

1
9
8
2
年
大
・
営
卒
）、山
中
啓
さ
ん

（
1
9
8
6
年
高
、1
9
9
0
年
大
・
法
卒
）、

佐
伯
一
郎
さ
ん（
1
9
9
0
年
高
、1
9
9
4

年
大
・
経
卒
）、上
田
昌
弘
さ
ん（
2
0
0
2
年

高
、2
0
0
6
年
大
・
営
卒
）、辻
井
遼
平
さ
ん

（
2
0
0
7
年
高
卒
、法
4
年
次
）

　

甲
南
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

20％
OFF!

体
育
会
戦
績
報
告

（
敬
称
略
）み
な
さ
ん
の
フ
ァ
イ
ト
に
心
よ
り
拍
手
を
お
送
り
し
ま
す

甲南大学のホームページでは、
KONAN FORUMに掲載して
いる情報以外にもたくさんの
ニュースをご覧いただけます。
ぜひご覧ください！

http://www.konan-u.ac.jp/
甲南大学ホームページ

教える
率的に

感じてわかる！
セラピストのための
解剖生理
野見山文宏
［1966年経営学部卒］著
BABジャパン
¥1,500（税抜）

お得な情報を、P8、P17、P18に
掲載しています。ぜひご覧ください！
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